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「第11回定時総会」を開催「第11回定時総会」を開催

全日本特殊鋼流通協会は2023年6月6日（火）、兵庫県神戸市の「ANAクラウンプラザホテル神戸」で第11回定時総会を開催
した。一昨年から開始したオンライン配信も行ったが、会場には約120名が参加。審議された議案は以下のとおりで、委任
状提出含む153社の議決で、いずれも原案どおりに承認された。

第 1 号議案　2022 年度事業報告書及びその付属明細書承認の件
第 2 号議案　2022 年度賃借対照表及び正味財産増減計算書並びにこれらの付属明細書承認の件
第 3 号議案　理事の辞任及び交代並びに新理事の選任の件
第 4 号議案　常勤理事の報酬額の件
報告事項 1　2023 年度事業計画及び収支予算について
報告事項 2　支部長退任における感謝状及び記念品授与について

総会で承認された2023年度における基本的な活動と事業計画の方針は「Withコロナ時代に適応した、従来にも増した魅力
ある事業の実施」とされ、内外交流事業として4年ぶりにオーストラリア・シドニーへ海外視察研修を準備していることや、
5年ぶりに各支部代表チームが集合する全国ボウリング大会を11月25日に実施することなどが報告された。

理事の交代については、2016年より専務理事を勤められた宮崎義
一氏が退任され、元経済産業省でブラザー工業・東京支社経営企画
部渉外担当部長の多田俊樹氏が新専務理事として選任されたほか、
竹内篤行理事（竹内ハガネ商行・常務取締役）が退任され、新任理事
として木村雅昭氏（深江特殊鋼・代表取締役）と三上晃史氏（ノボル
鋼鉄・代表取締役社長）が承認された。

支部長についても、2004年から19年間、静岡支部長を勤められた
原博康氏（東泉鋼機・代表取締役社長）と2012 ～ 13年、16年に再任
され計9年間、九州支部長を勤められた吉永博氏（特殊鋼機・代表取
締役社長）が退任され、総会に出席されていた原氏に感謝状と記念
品が贈呈された。

Withコロナ時代に適応しながら海外研修など集合事業を再開

櫨巳芳会長から感謝状を贈られる原博康前静岡支部長
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総会終了後の懇親会では、櫨巳芳会長（辰巳屋
興業・代表取締役社長）の上記あいさつの後、大
同特殊鋼・取締役常務執行役員の山下敏明様が、

「モータリゼーションとともに大きく拡大してき
た特殊鋼は、内燃機関のEV化で大変革期を迎え
ている。新たな需要や販路の拡大に迫られてい
るが、メーカーだけでできることは少ない。流
通の皆様とタッグを組みながら、特殊鋼は日本
の産業に欠かせない存在だと、いま一度知らし
めるようがんばろう」と述べて乾杯の発声を行っ
た。抽選会も行われ、盛況だった懇親会の中締
めは、久木田至大阪支部長（櫻井鋼鐵・代表取締役社長）が登壇し、「以
前、先輩から『サッカーで2-1で勝っているときどうするか』と問われ、

『1点リードを守りにいく』と答えたところ『Quitters never win.（臆病
者は勝てない）、3点目を取りにいくべき』と教えられたことがあった。
大同特殊鋼の山下常務も変革の時代とお話しされた。チェンジを意識
して業界発展をはかろう」とあいさつして一本締めで散会した。

懇親会

総会の事業報告書でお示ししたとお
り、3年に及ぶ新型コロナウィルス感
染症の影響により日々の生活習慣が変
わり、経済活動においても相当なダ
メージを被りましたが、ここにきてよ
うやく感染法上の位置付けが5類適用
となり、同時にコロナの感染も鎮静化
した感が出てきました。他方、世界情
勢は、 昨年2月にロシアによるウクラ
イナ軍事侵攻、北朝鮮の相次ぐミサイ

ル発射、台湾情勢における米中対立の
激化、加えて円安進行と物価上昇等、
まさに激動の年といえる一年でした。

特殊鋼流通業界では、5月に鋼材の
大幅な値上げに加え、原油および諸資
材が高騰する中、サプライチェーンの
中間に位置する流通業界の経営環境が
非常に苦しい局面を迎えたため、諸資
材等のコストアップを販価に転嫁しに
くいとの切実な声が上がったことを受
け、国に対して「金属産業における取
引適正化ガイドライン」等を強く実現
していただくべく要望を行うととも
に、プレスリリースを配信した年でも
ありました。

このような中、当協会の事業活動は、
昨年のコロナウィルス感染拡大の折
は、本部・各支部とも予定していた事
業が中止または代替事業をもって実施
せざるを得ませんでしたが、唯一、当
協会の中核的な事業として位置付けて
いる「特殊鋼販売技士研修講座」は、オ
ンライン化を導入したことで、学びの

場を閉ざすことなく邁進することがで
きました。また、「特殊鋼販売技士入
門編」については、 研修講座開設以来
初めて e-ラーニング化を導入して実
施しましたが、 画期的なことと自負し
ております。さらに、このほかの事業
として、中小企業庁の指導の下『EDI
受発注システム』の構築に向けて検討
を開始したことや、特殊鋼倶楽部と共
同で特殊鋼業界における『ミルシート
の電子化』に向けた検討を進めていり
ます。

このように、個社単独ではなかなか
対応しきれない問題を、当協会は一致
団結して今後においても取り組んでま
いります。会長に選任されて、 二期四
年目を迎えることとなりましたが、 特
殊鋼流通業界がさらなる飛躍を遂げる
ため、 会員各社の発展のため、微力で
はございますが、精一杯努力を続けて
まいる所存です。引き続き、当協会活
動へのご理解とご協力をお願い申し上
げ、私のあいさつといたします。

オンライン利用でコロナ禍でも学びの場を閉ざすことがなかった人材育成や
EDI受発注システム構築など、個社単独では対応できない事業に取り組んでいく

（一社）全日本特殊鋼流通協会　会長　櫨　　⺒芳
会長あいさつ

あいさつする山下常務（左）と久木田大阪支部長
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懇親ゴルフコンペ

小さな体という不利と困難をものともせず 
夢をあきらめず、可能性を追い求めた経験をたっぷりと聞く

講演会

総会終了後は、元大相撲力士で現在はNHK大相撲
解説者、スポーツキャスターとしてテレビ情報番組
でも活躍中の、舞の海秀平氏を講師に招き、「可能
性への挑戦を」と題した講演会を開催した。

大学卒業2か月前までは、内定していた高校教員に
なる予定だったが、後輩の急死で「人生」を真剣に考
えるようになり、夢であった大相撲へ挑戦しようと決
意したという舞の海氏。新弟子検査合格のため頭に
シリコンを入れた手術では、過酷な痛みを伴ったことなど、あまり知られて
いないエピソードが披露され、角界入りまでの執念をあらためて知らされた。

初土俵後は、師匠の出羽海親方（第50代横綱・佐田の山）から、「土俵は
丸い、ぐるぐる逃げ回ってもいいから好きに使え、小兵のおまえには許す」
と言われたこともあり、自由な発想で取り組んだ超大型力士との名勝負
の数々を、臨場感たっぷりに語っていただいた。「相撲は大きいから強い
というものではない。自分の強みを、いかに相手の弱いところにぶつけ
ていくか」を常に考えていたという舞の海氏の講話から、「可能性への挑
戦」が学べる講演会となった。

〈舞の海秀平氏：プロフィール〉
1968年2月、青森県鰺ヶ沢町生まれ。県立木造高から日大でい
ずれも相撲部に所属し、1990年に出羽海部屋に入門。新弟子
検査を通る身長が足りなかったため、頭にシリコンを入れて合格し
たエピソードはあまりにも有名。小兵ながら多彩な技で大型力士
を倒す取り口から、「技のデパート」「平成の牛若丸」と呼ばれ、
相撲ファンのみならず多くの人を沸かせた。最高位は小結、技
能賞を5回受賞。2000年5月の現役引退後は、大相撲解説、ス
ポーツ解説にとどまらず情報番組などマルチタレントとして活躍中。

総会の翌日6月7日（水）には、昨年日
本オープン開催の兵庫県の名門コース
である「三甲ゴルフ倶楽部ジャパン
コース」にて有志による懇親ゴルフコ
ンペを開催した。

9組34名の参加者でホスト役の久木
田至大阪支部長の「昨日の総会よりご
参加いただきありがとうございます。
皆さんの普段の心掛けが良いのか絶好
のゴルフ日和になりました」などとあい
さつの後、アウトとインに分かれて
賑々しくスタートし、タフな難関コー
スに参加者全員がチャレンジした。

当日は前夜の雨もあがり絶好のゴル
フ日和で、全員が元気よくホールアウ
トした。

その後、櫨巳芳会長の「昨日の総会と
今日の懇親ゴルフ大会と、多くのご参加
を得て盛大に行うことができありがとう
ございました」などとの感謝のあいさつ
で表彰式は始まり、成績発表は司会者
の（株）白鋼の八木栄治氏より行われた。

優勝は、碓井鋼材（株）の碓井達郎氏

がグロス83、ハンディキャップ10.8、
ネット72.2でベストグロス賞と共に獲
得した。

準優勝は（株）トーキン松岳大樹氏、
第3位には名古屋特殊鋼（株）の鷲野敦
司氏、ブービー賞には櫻井鋼鐵（株）の
久木田至氏が獲得した。

最後には、碓井達郎東京支部長の「来
年の総会は東京開催の年、三上顧問と
相談しながら名門のゴルフ場をセット
しますので大勢のご参加をお待ちして
おります」などと中締めのあいさつによ
り散会した。

■全特協懇親ゴルフコンペ上位成績

順　位 氏名 会社 OUT IN GR HDCP NET
優　勝 碓井　達郎 碓井鋼材（株） 43 40 83 10.8 72.2 
準優勝 松岳　大樹 （株）トーキン 46 45 91 18.0 73.0 
３位 鷲野　敦司 名古屋特殊鋼（株） 48 49 97 24.0 73.0 
４位 岡田　　実 北島鋼材（株） 45 45 90 16.8 73.2 
５位 藤巻　秀平 （株）F&Cホールディングス 42 48 90 15.6 74.4 
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神戸市内バス見学会
総会翌日の6月7日（水）、参加13名でチャーターバ

スで移動しながら神戸市内を見学した。
はじめに訪れたのは、幕末の開港から西洋に開か

れた神戸の歴史が現代に残る「北野異人館」　明治中
期から大正期の洋風建築物が数多く残る保存地区で、
レンガの外壁や尖塔などを備えた建物のほか、館内
では重厚なアンティーク家具や調度品、西洋磁器な
どのコレクションの展示を、思い思いに見学した。

その後は、神戸の地名の由来にもなった「生田神社」
に参詣。昼食後は横浜、長崎とともに日本三大チャ
イナタウンとして知られる「南京町」から、神戸ポー
トタワーなど港町・神戸らしいフォトジェニックな
ランドマークがそろう「メリケンパーク」を散策。

洋の東西の歴史的魅力にあふれた神戸の多様な文
化に触れる見学会を堪能した。

震災20年を機に設置された「BE KOBE」モニュメントをバックに

北野異人館（左）、南京町と神戸の多様な歴史文化の街並みを散策した

青年部会「第11回定時総会」を青年部会「第11回定時総会」を
沖縄で開催沖縄で開催

青年部会は2023年4月23日（日）、沖
縄で部会員15名の参加を得て、第11回
定時総会を開催した。

総会に先立って、嘉数高台公園にて
普天間米軍基地の遠望及びオリオン
ビール名護工場の工場見学及び生産さ
れたばかりのビールの試飲を行った。

その後、定時総会を開催。永田副部
会長の司会で始まり、岩井部会長が「3
年前に沖縄で開催予定がコロナ禍で中
止になったが、やっと念願かない訪沖

できました。今後は各支部同様に青年
部会も積極的に事業を実施していきた
い」などとあいさつした。

審議事項の「2022年度事業報告（案）
および収支報告（案）」「2023年度事業計
画（案）および収支予算（案）」「2023年度
の運営委員の選任（案）」は満場一致で
承認された。

運営委員は岩佐嘉久氏（イワサ（株））、
川中直樹氏（デルタスチール（株））が新
たに選任された。部会員の移動につい

ては新規加入会員2名の岡田征也氏（北
島鋼材（株））、竹内美沙子氏（（株）竹内
ハガネ商行）が報告された。

引き続き、2023年度運営委員による
「第29回運営委員会」が開催され、部会
長に岩井大昌氏（巴鋼鉄（株））を再任。
副部会長についても6名すべてが再任
された。また、長年青年部会を牽引さ
れてきた八木栄治氏（（株）白鋼）、中島
伸夫（中島特殊鋼（株））が顧問を退任さ
れた。

その後国際通りの沖縄料理店でビジ
ネスサミット（懇親会）を開催し、翌日
は島尻郡八重瀬町にある「ザ・サザン
リンクスゴルフクラブ」で懇親ゴルフ
会を実施した。
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支部だより

支部総会開催

次の議題を審議、承認した。
第1号議案　2022年度事業報告　　第2号議案　2022年度収支決算
第3号議案　2023年度事業計画（案）　　第4号議案　2023年度収支予算（案）
第5号議案　会員の異動

冒頭のあいさつで、久木田至支部長（櫻井鋼鐵・代表取締役社長）は、「昨年は3年振りに対面での総会を
開催したが、今年はこのあと、4年振りに立食懇親会を開催できることを嬉しく思う。足元の特殊鋼需給
は国内外とも決して良くないが、自動車向けはこれから回復して来るだろうし、建機向けも持ちこたえて
おり、明るい光が見えてきた。これまでも悪い時期はあったが、日本の特殊鋼や鉄鋼の仕事はなくならな
かったし、これからも決してなくならないと思う。全特協では研修制度のオンライン化やEラーニング化
に取り組んで来ており、若い人が入って良かったと思える特殊鋼業界、入って良かったと思える全特協に
していきたい」と述べた。

懇親会では、青田英敏・特殊鋼倶楽部大阪支部長（山陽特殊製鋼・執行役員大阪支店長）が来賓を代表し
てあいさつをし、続いて佐藤友彦氏（愛知製鋼・大阪支店長）が乾杯の発声音頭をとった。福原實晴・全特
協大阪支部顧問（南海モルディ・代表取締役会長）による中締めまで、活気あふれる歓談が続き、盛況のうちに散会となった。

大阪支部　開催日時：2023年６月13日（火）　開催場所：ザ・リッツ・カールトン大阪	 承認社数：85社（委任状含む）

あいさつする久木田支部長

東京支部　開催日：2023年6月14日（水）　開催場所：日比谷松本楼	 承認社数：50社（委任状提出含む）

次の議題を審議、承認した。
①2022年度事業報告書（案）　②2022年度収支決算書（案）、監査報告書
③2023年度事業計画書（案）　④2023年度収支予算書（案）
⑤役員選任（案）　⑥協会委員会への支部派遣委員（案）

役員選任については部会間で担当委員を含めた異動を行った。新部会長として［総務］三上
晃史氏（ノボル鋼鉄・代表取締役社長）、［内外交流］森川和俊氏（伊藤忠丸紅特殊鋼・代表取
締役社長）、［広報］藤田憲義氏（藤田商事・代表取締役社長）が就任したほか、竹内ハガネ商行・
副社長の竹内美沙子氏が人材育成部会担当委員として新任された。

総会終了後の懇親会で碓井達郎支部長（碓井鋼材・代表取締役）は、「電子化の進展など若
い人の知恵も必要になっている。そうしたことも含めて役員改選を行った。いずれにしても
皆さんの理解なくして支部の盛会はありません」と協力を呼びかけた。乾杯の発声では全特
協元会長の竹内誠二氏（竹内ハガネ商行・代表取締役社長）が、「厳しい行動制限があった3
年間、工夫しながらの事業運営ご苦労さまでした」と役員をねぎらった上で、「今期の活動は
期待できる。楽しみにしている」とあいさつした。懇親会は4年ぶりの立食形式で活気あふれ
る雰囲気で行われ、三上部会長が「東日本ブロック合同の海外視察研修や工場見学の再開な
ど、総会で報告があったとおり今年度はコロナ禍前の活動に戻ることになる。多数の参加を
お待ちしています」と中締めするまで懇談が続けられた。

（左から）あいさつする碓井支部長、竹内顧問、三上部会長

名古屋支部　開催日時：2023年6月19日（月）　開催場所：ANAクラウンプラザホテル グランコート名古屋　承認社数：55社（委任状含む）

次の議題を審議、承認した。
第一号議案　2022年度事業報告（案）
第二号議案　2022年度決算報告書（案）
第三号議案　2023年度事業報告（案）
第四号議案　2023年度収支予算（案）

冒頭、中島伸夫支部長（中島特殊鋼・代表取締役社長）が、「この地区の特殊鋼業
界は、自動車生産が回復しはじめ、積みあがっていた在庫や仕掛が秋に向け少しず
つ解消できそうな兆しが見えてきた。一方で、試作や設備、金型などの投資案件が
少なく、まだまだ盛り上がりに欠けているのは否めない。また、様々なコスト上昇
や人材不足、カーボンニュートラル対応など業界のみなさんにはご苦労が絶えない
状況ではありますが、全特協はますます情報の発信と支部活動の充実を図ってまいりますので、引き続きご協力をお願いしたい」とあいさつ。また、
来賓の浅野俊明様（中部経済産業局・産業部次長）から「特殊鋼販売技士をはじめとする各種研修を通じて、今後業界を担う人材の育成に積極的に
取り組んでおられ、この業界がますます活性化していくことを期待している」とのお言葉をいただいた。

総会後の経済学者の高橋洋一氏をお迎えし「コロナ大不況後、日本は必ず復活する」をテーマにお話しいただいた講演会は、初の試みとして全国
の会員企業様を対象にZoom配信した。

来賓の櫨会長のご挨拶と乾杯のご発声で始まった4年ぶりの立食での交流会では、久々の対面の場に大いに会話が弾み、松岳大樹副会長（トーキ
ン・代表取締役社長）の中締後も歓談が続く、盛会となった。

あいさつする中島支部長
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静岡支部　開催日時：2023年5月24日（水）　開催場所：中島屋グランドホテル	 承認社数：19社（委任状含む）

次の議題を審議、承認した。
第1号議案　2022年度事業報告承認の件
第2号議案　2022年度決算報告承認の件
第3号議案　2023年度事業計画承認の件
第4号議案　2023年度予算承認の件
第5号議案　役員及び運営委員改選承認の件

今年度より役員の輪番制が導入され、支部長を19年間務められた原
博康氏（東泉鋼機・代表取締役社長）は「19年の長きにわたり支部長がで
きたのは皆さんのご協力があったからこそ、今後も静岡支部を盛り上
げられるよう尽力したい」と支部長退任のあいさつをした。

また新支部長の三上裕介氏（ノボル鋼鉄・常務取締役）は「同じ中日本ブロックの名古屋支部と交流を深めながら、静岡支部の活動も広め新規会員
の参加も促していきたい」と支部長就任のあいさつをした。

懇親会ではサプライズイベントとして原前支部長への花束贈呈も行われ、山浦康成副支部長（サンコー・代表取締役）の三本締めにて解散となった。

東北支部　開催日時：2023年6月15日（木）　開催場所：花巻温泉 ホテル千秋閣	 承認社数：25社（委任状含む）

次の議案を審議、承認した。
1　2022年度事業報告・会計報告・会計監査報告
2　2023年度事業及び予算計画

冒頭、日下俊之支部長（クサカ鋼材・代表取締役）、全特協本部の伊藤龍也業務部
長よりコロナ明けの市況報告を含めあいさつ。続いて事務局・田中照幸氏（ノボル
鋼鉄・取締役仙台支店長）より各議案の説明があり、議案は満場一致で承認された。

また井上建室長（大同特殊鋼工具鋼事業部）、秋田憲作氏（産業新聞社東北支局）
より市況報告をして頂き活発な質疑応答がなされた。懇親会は、全特協本部の伊藤
業務部長の乾杯の発声で始まり、森高臣相談役（関東鋼鉄・代表取締役）の中締め
で散会となった。

あいさつする日下支部長

北関東支部　開催日時：2023年6月15日（木）　開催場所：弁慶寿司（群馬県太田市）	 承認社数：21社（委任状含む）

支部長挨拶の後、次の議案を審議、承認した。
第1号議案	 2022年度事業報告
第2号議案	 2022年度会計報告　および　監査報告
第3号議案	 2023年度事業計画
第4号議案	 2023年度予算
第5号議案	 役員変更
その他	 今後の事業について

鈴木至典副支部長（鈴木機械・代表取締役）の開会の辞により定時総会が始まり、宮
内保支部長（小山鋼材・代表取締役）は、冒頭のあいさつで「益々の皆様のご協力を得て、
北関東地区の皆さんのためになる活動を行っていきたい」と述べた。

長谷川弘和（長谷川ハガネ店・代表取締役）副支部長の閉会の辞で閉会し、懇親会に移った。小金沢秀男氏（カムス・代表取締役社長）の音頭で乾
杯した後、歓談。小山範幸氏（野村鋼機・前橋支店長）の一本締めにて散会となった。

あいさつする宮内支部長

中国支部　開催日時：2023年6月6日（火）（書面審議）	 承認社数：16社

次の議題を書面審議、承認した。
①2022年度事業報告　②2022年度収支決算　③2023年度事業計画（案）　④2023年度収支予算（案）　⑤会員の異動

九州支部　開催日時：2023年5月19日（金）  開催場所：ANAクラウンプラザホテル福岡	 承認社数：22社（委任状含む）

次の議題を審議、承認した。
第1号議案　2022年度事業報告並びに収支決算報告の件
第2号議案　2023年度事業計画並びに収支予算の件
第3号議案　支部役員改選の件
第4号議案　その他（連絡事項）

総会の冒頭、吉永博支部長（特殊鋼機・代表取締役）は「昨年の臨時総会
での決議通り、今総会の役員改選において、支部長を他支部から派遣いた
だく形となった。これは九州支部の正会員の中から適任者が現れるまでの
臨時措置ではあるが、会員各社の皆さまには今まで通り九州支部の運営に
協力をお願いしたい」とあいさつ。その後、議案の審議へと進み、各議案とも満場一致での承認となった。

また、総会後は4年ぶりに総会懇親会を開催。森永英樹氏（大同特殊鋼・福岡営業所長）の乾杯の発声で幕を開け、長年九州支部の運営に尽力さ
れた吉永支部長と津村春美事務局長に、久木田至新支部長（櫻井鋼鐵・代表取締役）より花束が贈呈された。石丸光男副支部長（エムエム建材西日本・
執行役員第2営業本部長）の中締めまでの時間、約20名の出席者が親睦を深め、盛会のうちに散会となった。
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2022年度2022年度
「第4回全国ボウリング大会」を開催「第4回全国ボウリング大会」を開催
■新型コロナウィルス感染防止の観点から「集まらない」大会

全特協では、2019年度からの3年間、台風やコロナ禍により中止を余儀なくされていた全国ボウリング大会を4年ぶりに開
催した。ただし、コロナウィルス感染防止の観点から、各支部代表チームが1か所に集合する大会は見送り、以下の内容で
開催した。

①日程
2023年2月3日（金）～ 13日（月）のいずれかで実施。

②会場
出場チームごとに最寄りのボウリング場で実施し、1人3ゲームプレーの合計ピン数で競う。

③参加資格
2022年度各支部大会での優勝チームおよび、中止となった2019年度全国大会出場資格チームとし、3名で1チームとする。
ただし、重複の場合はそのチームとし、2022年度未開催の支部は2019年度全国大会出場資格チームのみとする（チーム内
での出場メンバーの変更は可）

④表彰
各チームより報告のあった成績表を本部事務局が集計し、団体戦、個人戦（男子の部・女子の部）いずれも3ゲームのトータ
ルピン数で順位決定、発表し、賞品は該当チームへ送付する。

■清水特殊鋼チームが6年ぶり2度目の団体優勝を達成し、個人戦男女も制す
各支部から報告された代表チームの成績を集計した結果、

2022年度開催「第4回　全国ボウリング大会」は、東京支部
代表の清水特殊鋼チームが、第1回大会以来6年ぶり2度目の
優勝を果たした。また、3 ～ 5位は、それぞれ2ピン差の大
激戦であった。

なお、今年度実施される「第5回　全国ボウリング大会」

は、本年5月に新型コロナウイルス感染症が季節性インフル
エ ン ザ 並 の5類 感 染 症 に 移 行 さ れ た こ と か ら11月25日

（土）、東京都港区芝浦の「東京ポートボール」に各支部代
表チームが集合して実施することを予定している。

5年ぶりに全国から予選を勝ち抜いたチームが一同に会す
る通常大会の熱戦が期待される。

団体の部 支部 チーム名 ピン数
優勝 東京 清水特殊鋼 1,719

準優勝 大阪 堀田ハガネ 1,422
3位 大阪 三和特殊鋼 1,356
4位 名古屋 川本鋼材A 1,354
5位 名古屋 中島特殊鋼 1,352
6位 東京 令和特殊鋼 1,325
7位 東北 藤田商事 東北 1,270
8位 名古屋 川本鋼材B 1,229
9位 北関東 F-MAX 1,182
10位 九州 エムエム建材西日本 1,170
11位 静岡 サンコー 1,159
12位 東京 加藤鋼材 1,066
13位 東北 ノボル鋼鉄 仙台 1,048
14位 中国 南海モルディ 広島 1,041

個人の部 プレーヤー名 1G 2G 3G トータル
男子　優勝 近藤亮二（清水特殊鋼） 210 233 222 665
〃　準優勝 荒井彰教（川本鋼材A） 197 197 195 589
〃　 　3位 高山文三（三和特殊鋼） 165 202 183 550
女子　優勝 石野奈央子（清水特殊鋼） 211 179 211 601
〃　準優勝 加藤久枝（令和特殊鋼） 180 120 153 453
〃　 　3位 濱田仁美（ノボル鋼鉄仙台） 127 111 124 362

第4回 全国ボウリング大会　団体・個人（男子・女子）成績表
3ゲームトータルピン数・3人1組（女性はHDCP20ピン/1G）

※女性はHDCP20ピン/1G含む
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第5回全国ボウリング大会開催について（経営効率化委員会）
全国ボウリング大会は、昨年度コロナ禍の影響で代表チームがそれぞれ地元のボウリング場にてプレーする形で実施しまし

たが、今年度は5年ぶりの東京に集合して以下の内容にて開催します。
（1）日　　程：2023年11月25日（土）11：30 ～ 14：30（含む表彰式・パーティー）
（2）会　　場：東京ポートボウル　（JR田町駅［芝浦口］から徒歩約5分）

住　　所：東京都港区芝浦1丁目13-10
（3）参加資格：2023年度各支部大会での優勝チーム、及び東京・大阪・名古屋の各支部は準優勝チームとする。

3名で1チームとし、2ゲームで競うが、女性は20ピン/1ゲームのハンディキャップとする。
今回は特に出場チームの縛りはありません。

（4）詳　　細：�改めて9月末までに全国大会出場案内及び出場申込書を各支部事務局経由にて送付しますので代表となるチーム
はお申し込みください。

優勝した清水特殊鋼チームの左から近藤亮二（個人男子優
勝）、竹中清、石野奈央子（個人女子優勝）の各氏

準優勝の堀田ハガネのみなさん 3位の三和特殊鋼のみなさん

九州支部　5月27日（土）　 清掃活動＆野球観戦　開催場所：PayPayドーム	 参加者数：99名

九州ステンレス流通協会と共同で毎年行っている清掃活動＆野球観戦を
晴天のもと開催し、会員各社の社員とその家族99名が参加した。今年は
参加者の募集を開始後、すぐに定員に達し、応募を締め切るほどの人気
となった。正午にPayPayドーム近くの福岡タワーに集合、ドームまで
の約1.5kmを参加者がいくつかのルートに分かれてごみを拾いながら、
ドームを目指した。清掃活動終了後は、ドーム内5FのJALスカイビュー
シートで食事をとりながら野球観戦。ソフトバンクホークスVS千葉
ロッテマリーンズの試合は、延長12回ホークスのサヨナラで幕を閉じ、
盛り上がりを見せた。

名古屋支部　4月6日（木）　ボウリング大会　於：星ヶ丘ボウル	 参加者数：75名

　中島伸夫支部長（中島特殊鋼・代表取締役）の豪快なストライクで始まった名古
屋支部のボウリング大会は、25チーム75名が参加。4年ぶりに開催された大会は、
笑顔と歓声であふれ、大いに盛り上がった。白熱したゲームの結果、団体戦は愛
鋼チームが見事優勝。表彰式では11月の全国大会へ向けた抱負を熱く語った。

［団体の部］
優　勝	 愛鋼チーム� 1012ピン
準優勝	 桜井興産チーム� 990ピン
３　位	 スチールテックＡチーム� 896ピン
［個人優勝］
男　子	 川本賢史（川本鋼材）� 369ピン
女　子	 西野芳子（桜井興産）� 325ピン

2023年度「はがねの日」記念行事─「はがねの日」イベントレポート─

優勝した愛鋼チームのみなさん 個人男子優勝の川本賢史さん 個人女子優勝の西野妙子さん
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特殊鋼販売加工技士「上級編」は次の各支部でオ
ンラインにて実施し、2023年3月23日（木）の検定試
験を経て、4月11日（火）に合格者を発表しました。

2022年度特殊鋼販売加工技士「上級編」合格者数

支部名 受験者 合格者
東　京 30 24
大　阪 14 14
名古屋 30 26
合　計 74 64

■成績優良者：13名
［東京支部］
藤井　　拓	 久野産業（株）
北本　隆太	 大洋商事（株）
伊藤　　匠	 ノボル鋼鉄（株）

［大阪支部］
山野井健人	 古池鋼業（株）
澤野　翔太	 ウメトク（株）
藤村亮太朗	 小山鋼材（株）
中村　恵一	 三和特殊鋼（株）
寺田　輝政	 	 〃

［名古屋支部］
岩瀬　有香	 クマガイ特殊鋼（株）
松本　巧揚	 佐久間特殊鋼（株）
大場　崚平	 サハシ特殊鋼（株）
山崎与志哉	 	 〃
斎藤　高嗣	 名古屋特殊鋼（株）

東京支部
合格者24名

新名　祥磨	 愛知製鋼（株）
石田　悠樹	 碓井鋼材（株）
桑原　義空	 岡谷鋼機（株）
更谷　領大		  〃
藤井　　拓	 久野産業（株）
小玉　知子	 JFEスチール（株）
髙澤　壱成	 大同興業（株）
北本　隆太	 大洋商事（株）
山田　鈴星		  〃
大平　涼太	（株）鐵鋼社
坂之上雄太	 中川特殊鋼（株）
橋本　　陸		  〃
吉武沙玖蘭		  〃
伊藤　　匠	 ノボル鋼鉄（株）
佐藤駿太朗	 野村鋼機（株）
藤井　義人		  〃
藤澤　淳史	 橋本鋼（株）
折原　尚弥	（株）平井
橋本　健太	 福岡スチール（株）
荒川　大樹	（株）マクシスコーポレーション
多田　信悟	 三井物産（株）
佐々木一陽	 有限会社　森川金属
大木　駿斗	 ヤマト特殊鋼（株）
越川　健一		  〃

大阪支部
合格者14名

中村　　準	（株）ISS山崎機械
澤野　翔太	 ウメトク（株）
藤村亮太朗	 小山鋼材（株）
實平　英輝	 櫻井鋼鐡（株）
中村　恵一	 三和特殊鋼（株）
寺田　輝政		  〃
山内　啓介	（株）塩田鋼商店

藍　　千翔	（株）天彦産業
小田　健太	 トーステ（株）
山野井健人	 古池鋼業（株）
大川　健三	（株）堀田ハガネ
一森　盾哉		  〃
蛯原　達也	 中川特殊鋼（株）
伊達　椋平		  〃

名古屋支部
合格者26名

中島　貴史	 川本鋼材（株）
岩瀬　有香	 クマガイ特殊鋼（株）
竹内　　緑	 佐久間特殊鋼（株）
赤池慎太郎		  〃
吉川　　遼		  〃
上中　大輝		  〃
加藤　耀大		  〃
松本　巧揚		  〃
大橋　壱成	 サハシ特殊鋼（株）
大場　崚平		  〃
山崎与志哉		  〃
吉見　果穂	 スチールテック（株）
エスマエル明日香		  〃
清水　彩香		  〃
李　　睿元	（株）タカギスチール
永久保勝人	 孟鋼鉃（株）
服部　友宏	 辰巳屋興業（株）
野口　恭佑	 中川特殊鋼（株）
田上　耕大		  〃
斎藤　高嗣	 名古屋特殊鋼（株）
猪亦実季穂	（株）ハヤカワカンパニー
百瀬　慎平	 前田鐵鋼（株）
畑佐　聖人		  〃
加藤　　輝		  〃
三輪　恋使		  〃
太田　洋平	 若杉鋼材（株）

2022年度特殊鋼販売加工技士「上級編」合格者名簿2022年度特殊鋼販売加工技士「上級編」合格者名簿

大阪支部　4月22日（土）　第9回ファミリーコンサート　於：大阪市中央公会堂	 参加者数：約400名

　冒頭、久木田至支部長から、新
型コロナウイルス感染症やロシア
によるウクライナへの進攻、トル
コ・シリア地震の被災者への哀悼
の意が表され、「4年振りにこのコ
ンサートを開催することができた
が、ようやくマスクを外してス
ピーチできるようになった。今日は子供たちと一緒に
名曲を心から楽しんでゆっくり寛いでいただきたい」
とあいさつがあった。
　今回のコンサートでは、京都大学OBを中心とした

「シュタール・フィルハーモニー管弦楽団」が「オーケ
ストラの楽器を知ろう」をテーマに、演奏で使用される金管楽器や木管楽器、弦楽器、打楽器の音色や特徴を紹介し、その
後、チャイコフスキーの「弦楽セレナーデより第1楽章」、リヒャルト・シュトラウスの「13管楽器のためのセレナード」、モー
ツァルトの「交響曲第35番『ハフナー』」を演奏した。また、恒例の「指揮者体験コーナー」では、来場した子供が舞台に上
がって指揮者にチャレンジし、大きな喝采を浴びた。
　演奏終了後には、久木田支部長の奥様より指揮者に花束が贈呈され、ファミリーコンサートは盛会の内に終わった。

あいさつする久木田支部長
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鉄鋼

（1）

X線金属分析器

5/24～26 環境展に出展！

浦野商事株式会社

浦野商事　X線分析
検索

東京都世田谷区代田６－１４－３

TEL & FAX : ０３-４５００-６９１６

https://uk-metal.com/scrap

鋼材加工センター（型鋼、鋼管、非鉄）

ISO9001/14001 認証取得

TEL 047-354-8211

http://www.az-azabu.com

試作から量産品まで短納期対応

12Mまで加工可能

3次元レーザー加工

酸洗鋼板・コイル
☎

表面処理鋼板・ステンレス

ISO 14001 認証取得

http://www.ogawa-nt.co.jp/

名古屋市中区千代田2 -25 -3 （052）261-3131

日
本
特
殊
鋼

の

世
界
に
誇
る
技
術
の
粋粋粋
38

国内市況の下げ要因に

現代製鉄、安値を提示

対日鉄スクラップ輸入入札

対日鉄スクラップ輸入入札

住
宅
関
連
売
上
高
25
億
円
へ

元
旦
ビュー
テ
ィ
本
年
度
、体
制
を
強
化

疲
労
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
改
訂

中
災
防
、20
年
ぶ
り

鉄連がＰＲサイト開設

スチール缶の環境優位性

スチール缶の環境優位性

トップページ（https : //www.jisf.or.jp/

business/tech/can/steelcan_eco）

金属春秋

―
―
業
界
を
見
渡
す
と

鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
姿
も
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

特
殊
鋼
メ
ー
カ
ー
に
何
を

求
め
る
か
。

久
木
田
「
当
社
を
含
め

多
く
の
流
通
が
、
先
代
、

あ
る
い
は
先
々
代
な
ど
、

長
き
に
わ
た
っ
て
メ
ー
カ

ー
各
社
と
膝
を
突
き
合
わ

せ
つ
つ
歩
ん
で
き
た
。
こ

の
長
い
歴
史
に
裏
打
ち
さ

れ
た
信
頼
関
係
を
と
も
に

大
切
に
し
た
い
」

松
岳
「
か
つ
て
6
社
あ

っ
た
高
炉
メ
ー
カ
ー
が
今

は
3
社
へ
再
編
さ
れ
、
主

用
途
の
自
動
車
で
は
1
0

0
年
に
一
度
の
大
変
革
期

が
到
来
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
強

固
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
一
端
を
担
う
わ
れ
わ
れ

が
持
つ
機
能
や
良
さ
を
な

い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
は

避
け
て
も
ら
い
た
い
。
人

と
の
つ
な
が
り
一
つ
か
ら

確
実
に
積
み
重
ね
て
い
き

た
い
」
松
岳
「
こ
れ
ま
で
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
家
で

例
え
る
と
、
雨
漏
り
を
補

修
し
て
き
た
形
。
こ
れ
か

ら
は
建
て
替
え
の
時
代
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

の
時
に
基
礎
と
な
る
も
の

が
今
ま
で
の
蓄
積
。
そ
の

上
に
新
し
い
も
の
を
み
ん

な
で
創
り
上
げ
れ
ば
、
新

し
い
未
来
が
見
え
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。
日
本
の

特
殊
鋼
が
持
つ
重
要
性
や

す
ば
ら
し
さ
を
次
の
世
代

に
ど
の
よ
う
に
引
き
継
ぐ

か
、
そ
の
た
め
に
は
何
を

す
べ
き
か
、
み
ん
な
で
話

し
合
わ
な
い
と
い
け
な

い
」――

今
後
の
特
殊
鋼
流

通
業
界
の
あ
る
べ
き
姿

は
。櫨「

流
通

の
中
に
は
特

殊
な
機
能
や

強
み
を
磨
い

て
き
た
会
社

も
多
い
。
共
存
共
栄
の
道

で
あ
れ
ば
こ
の
業
界
は
も

っ
と
発
展
す
る
は
ず
。
も

ち
ろ
ん
価
格
や
納
期
、
ロ

ッ
ト
な
ど
流
通
間
で
競
争

す
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、

時
に
は
助
け
合
い
、
ス
ク

ラ
ム
を
組
ん
で
厳
し
い
時

代
や
複
雑
な
仕
事
を
皆
で

乗
り
越
え
る
、
と
い
う
発

想
が
極
め
て
重
要
だ
。
流

通
間
が
手
を
取
り
合
う
こ

と
は
、
大
き
く
な
っ
て
き

た
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
と
の
関

係
性
を
構
築
す
る
上
で
も

欠
か
せ
な
い
。
流
通
に
と

っ
て
不
利
益
な
問
題
を
業

界
団
体
が
矢
面
に
立
っ
て

交
渉
す
る
、
こ
れ
も
あ
る

べ
き
姿
だ
」

松
岳
「
こ
れ
ま
で
特
殊

鋼
業
界
は
、
悪
い
時
に
メ

ー
カ
ー
と
と
も
に
歯
を
食

い
し
ば
り
な
が
ら
乗
り
越

え
、
良
い
時
は
み
ん
な
で

そ
の
実
り
を
享
受
し
て
き

た
。
た
だ
、
こ
の
先
も
同

じ
よ
う
に
景
気
の
波
を
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。
日
本
の
製
造
業
が

衰
退
し
、
海
外
へ
の
進
出

が
一
段
と
加
速
し
た
ら
、

そ
の
時
に
流
通
は
何
を
す

べ
き
か
。
海
外
進
出
は
カ

ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
を
は
ら

む
問
題
で
も
あ
り
、
中
小

企
業
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
と
な
る
。
加
工
を
強
化

す
る
と
い
っ
て
も
、
仕
事

が
増
え
る
の
か
。
中
小
企

業
に
と
っ
て
設
備
投
資
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
償
却
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
想

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
自

問
は
尽
き
な
い
が
、
多
く

の
ユ
ー
ザ
ー
が
日
本
の
特

殊
鋼
を
高
く
評
価
し
、
こ

れ
か
ら
も
使
い
た
い
と
い

う
姿
勢
を
示
し
て
く
れ
て

い
る
。
こ
の
優
れ
た
材
料

と
日
本
の
も
の
づ
く
り
を

支
え
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
と
し
て
の
機
能
に
一
段

と
磨
き
を
か
け
て
、
わ
れ

わ
れ
が
さ
ら
に
お
客
さ
ま

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な
り
、
し
っ
か
り
と

コ
ス
ト
を
頂
け
る
よ
う
な

形
に
変
え
て
い
く
べ
き

だ
」松岳

「
そ

う
い
っ
た
中

で
、
さ
ま
ざ

ま
な
モ
ノ
や

サ
ー
ビ
ス
が
『
シ
ェ
ア
』

さ
れ
る
昨
今
、
設
備
は
も

ち
ろ
ん
人
材
も
共
有
す
る

と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
も
解

決
策
の
一
つ
だ
。
そ
の
際

に
は
オ
ー
ナ
ー
系
同
士
が

腹
を
割
っ
て
話
が
で
き
る

当
協
会
の
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
て
い
く
べ
き
だ
。
世

の
中
を
見
渡
せ
ば
競
争
す

る
時
代
か
ら
価
値
観
の
共

有
で
き
る
も
の
同
士
が
連

携
す
る
時
代
と
な
っ
た
。

例
え
ば
水
素
還
元
製
鉄
に

つ
い
て
は
日
本
製
鉄
と
Ｊ

Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
、
神
戸
製

鋼
所
の
3
社
が
連
携
し
て

政
府
の
支
援
を
受
け
て
研

究
開
発
を
進
め
て
い
る
よ

う
に
、
国
内
の
大
企
業
は

す
で
に
動
き
始
め
て
い

る
。
中
小
企
業
で
あ
る
わ

れ
わ
れ
も
、
も
う
少
し
高

い
価
値
観
に
立
っ
て
積
極

的
に
参
加
す
る
必
要
が
あ

る
」櫨「

シ
ェ
ア
す
る
と
い

う
点
で
は
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）
分
野
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
各
社
が
好
き

勝
手
受
発
注
の
シ
ス
テ
ム

を
開
発
す
る
の
で
は
な

く
、
中
小
企
業
共
通
Ｅ
Ｄ

Ｉ
の
よ
う
な
あ
る
程
度
統

一
し
た
も
の
を
お
互
い
が

使
う
こ
と
は
競
争
力
に
も

つ
な
が
り
、
自
社
単
独
で

は
補
え
な
い
こ
と
も
埋
め

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
」松岳

「
Ｄ
Ｘ
の
連
携
に

関
し
て
は
賛
成
だ
。
と
い

う
の
も
当
社
の
よ
う
な
20

―
30
人
規
模
の
会
社
が
自

社
単
独
で
取
り
組
む
こ
と

が
非
常
に
難
し
い
か
ら

だ
。
当
社
も
そ
う
だ
が
多

く
の
会
員
企
業
で
Ｉ
Ｔ
の

専
門
知
識
を
持
つ
社
員
が

不
在
で
、
多
く
の
会
社
が

弱
み
と
し
て
い
る
は
ず
」

―
―
最
後
に
、
全
特
協

会
長
と
し
て
一
言
。

櫨
「
全
特
協
と
い
う
組

織
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
代

会
長
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
会
員
の
た
め
に
命

を
削
る
ぐ
ら
い
の
覚
悟
が

な
い
と
い
け
な
い
。
会
員

各
社
が
納
得
す
る
よ
う
に

理
事
や
運
営
委
員
が
仕
事

を
し
て
い
る
。
あ
い
ま
い

で
簡
単
に
妥
協
す
る
組
織

で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

会
員
が
何
に
困
っ
て
い
る

の
か
、
全
特
協
は
掘
り
出

し
続
け
、
課
題
解
決
に
貢

献
す
る
団
体
で
あ
り
た

い
」（
福
岡
紀
子
、
阿
部
拓

也
、
北
村
康
平
）

特
殊
鋼
や
ス
テ
ン
レ
ス
の
冷
間
圧
延
加
工
な
ど

を
手
掛
け
る
特
殊
金
属
エ
ク
セ
ル
（
本
社
＝
東
京

都
豊
島
区
）
の
2
0
2
2
年
12
月
期
決
算
は
、
世

界
的
な
市
況
上
伸
や
22
年
1
―
6
月
期
の
底
堅
い

需
要
、
独
自
製
品
の
売
り
上
げ
が
拡
大
し
、
2
期

連
続
で
最
高
益
を
更
新
し
た
。
金
属
加
工
増
強
の

一
環
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
た
新
工
場
の
計
画

を
1
年
前
倒
し
し
、
23
年
内
の
開
設
を
決
め
た
。

谷
口
毅
代
表
取
締
役
兼
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）
に
経
営
方
針
を
聞
い
た
。

―
―
需
要
環
境
か
ら
。

「
自
動
車
部
品
と
通
信

機
器
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
）
は
、
半
導
体
不
足

の
影
響
で
21
年
後
半
か
ら

需
要
家
が
生
産
計
画
を
下

方
修
正
し
て
い
る
。
特
に

通
信
機
器
で
は
中
国
の
ゼ

ロ
コ
ロ
ナ
政
策
や
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
の
影
響
で
需
要
家

が
操
業
制
限
を
強
い
ら
れ

た
た
め
、
例
年
に
比
べ
3

カ
月
前
倒
し
で
需
要
の
後

退
が
見
ら
れ
た
。
自
動
車

な
ど
の
分
野
は
、
鋼
材
価

格
の
上
昇
や
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
寸
断
へ
の
対
策
と

し
て
在
庫
水
準
を
引
き
上

げ
る
動
き
が
見
ら
れ
る

が
、
実
需
は
伴
っ
て
い
な

い
た
め
過
剰
な
在
庫
が
膨

ら
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め

調
整
局
面
が
長
期
化
す
る

と
み
て
い
る
。
一
方
で
医

療
機
器
や
電
気
自
動
車
向

け
は
底
堅
い
」

―
―
22
年
12
月
期
の
決

算
を
振
り
返
る
と
。

「
単
独
売
上
高
は
前
期

比
21
％
増
の
75
億
円
、
経

常
利
益
は
同
80
％
と
大
幅

増
の
最
高
益
。
電
動
車
や

半
導
体
製
造
装
置
、
通
信

機
器
が
好
調
で
、
売
上
高

に
占
め
る
独
自
製
品
の
割

合
が
3
分
の
1
ま
で
伸
び

た
こ
と
も
大
き
い
。
連
結

売
上
高
は
同
21
％
増
の
1

3
6
億
円
、
経
常
利
益
は

同
46
％
増
え
た
。
中
国
で

2
社
、
台
湾
・
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
各
1
社
展
開
す
る

海
外
子
会
社
は
4
年
連
続

の
増
収
で
、
経
常
利
益
は

同
9
％
増
の
過
去
最
高
益

を
更
新
し
た
」

―
―
今
期
（
23
年
12
月

期
）
の
見
通
し
は
。

「
物
価
高
騰
に
よ
る
景

気
後
退
と
、
自
動
車
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

在
庫
が
膨
ら
み
需
要
の
回

復
に
秋
口
ま
で
か
か
る
と

み
て
お
り
、
連
結
売
上
高

は
前
期
比
6
％
減
、
単
体

で
は
12
％
減
を
想
定
す

る
。
一
方
で
通
信
機
器
は

新
機
種
投
入
を
控
え
た
生

産
や
中
国
の
コ
ロ
ナ
政
策

緩
和
に
よ
る
生
産
回
復
が

期
待
さ
れ
る
」

―
―
素
材
や
副
資
材
の

高
騰
へ
の
対
応
は
。

「
当
社
が
鉄
鋼
・
非
鉄

金
属
メ
ー
カ
ー
か
ら
調
達

す
る
素
材
価
格
は
21
年
に

比
べ
4
割
上
昇
し
て
い

る
。
原
料
価
格
の
変
動
や

メ
ー
カ
ー
の
ロ
ー
ル
マ
ー

ジ
ン
改
定
に
伴
う
コ
ス
ト

上
昇
に
関
し
て
は
、
取
引

先
へ
交
渉
し
製
品
値
上
げ

へ
の
理
解
を
得
た
と
こ
ろ

だ
。
副
資
材
は
年
間
1
億

9
0
0
0
万
円
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
で
4
0
0
0

万
円
そ
れ
ぞ
れ
上
が
っ
て

い
る
。
品
質
や
歩
留
ま
り

の
改
善
に
よ
る
生
産
性
向

上
に
加
え
て
、
以
前
よ
り

進
め
て
い
る
敷
地
内
の
太

陽
光
発
電
で
電
力
の
自
家

調
達
比
率
を
引
き
上
げ
、

コ
ス
ト
上
昇
を
吸
収
し
て

い
く
」

―
―
設
備
投
資
計
画
に

つ
い
て
。

「
電
動
車
部
品
向
け
供

給
の
拡
充
と
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事

業
継
続
計
画
）
の
観
点
か

ら
2
億
6
0
0
0
万
円
を

投
じ
て
工
場
の
新
設
を
決

め
た
。
新
工
場
は
長
野
県

上
田
市
の
長
野
営
業
所
内

に
位
置
し
、
年
内
の
開
設

と
操
業
開
始
を
予
定
。
小

型
加
工
設
備
を
最
大
で
5

台
設
置
す
る
計
画
で
、
埼

玉
事
業
所
（
埼
玉
県
と
き

が
わ
町
）
と
新
工
場
の
2

拠
点
体
制
と
す
る
。
こ
の

ほ
か
設
備
投
資
と
し
て
、

埼
玉
で
前
期
か
ら
続
け
る

『
止
ま
ら
な
い
工
場
づ
く

り
』
の
た
め
の
予
備
品
確

保
と
一
部
機
械
化
や
セ
ン

サ
ー
設
置
な
ど
生
産
性
向

上
に
資
す
る
設
備
も
入
れ

る
予
定
。
23
年
12
月
稼
働

予
定
の
新
設
の
圧
延
機
と

基
幹
シ
ス
テ
ム
の
マ
イ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
投
資
を
含
め

て
、
年
度
の
設
備
投
資
総

額
は
9
億
円
を
見
込
ん
で

い
る
」
―
―
新
製
品
開
発
は
。

「
箔
圧
延
加
工
の
新
た

な
技
術
と
し
て
、
薄
さ
2

㍈
の
フ
ー
プ
材
の
量
産
開

発
を
進
め
て
お
り
、
23
年

中
の
製
造
確
立
を
目
指
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
量

産
最
薄
は
10
㍈
。
材
料
は

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
、
ニ
ッ
ケ

ル
合
金
、
銅
合
金
な
ど
幅

広
い
鋼
種
で
の
対
応
を
目

指
し
て
い
る
。
極
薄
品
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
広

げ
、
セ
ン
サ
ー
向
け
需
要

を
捕
捉
す
る
な
ど
新
た
な

事
業
の
柱
に
育
て
る
」

―
―
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組
み
は
。

「
30
年
に
Ｃ
Ｏ
2
排
出

量
の
40
％
削
減
（
13
年
度

比
）を
目
標
と
し
て
い
る
。

そ
の
目
玉
と
な
る
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
増
設
は
現

在
16
％
削
減
ま
で
到
達
。

各
拠
点
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
で
27
年
ま
で

に
35
％
削
減
し
、
さ
ら
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
調
達
の
見
直

し
で
達
成
を
目
指
す
」

（
北
村
康
平
）

▽参加者＝全日本
特殊鋼流通協会
櫨巳芳会長碓井達郎副会長
久木田至副会長
松岳大樹副会長

商
社
な
ど
に
よ
る
と
、

韓
国・現
代
製
鉄
は
6
日
、

2
週
ぶ
り
に
対
日
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
輸
入
入
札
を
実
施

し
、
指
標
品
種
の
Ｈ
2
の

価
格
を
ト
ン
当
た
り
4
万

9
8
0
0
円
（
Ｆ
Ｏ
Ｂ
＝

本
船
渡
し
）と
提
示
し
た
。

3
月
24
日
実
施
の
前
回
よ

り
2
5
0
0
円
安
く
、
日

本
の
輸
出
価
格
の
指
標
に

な
る
関
東
湾
岸
価
格
よ
り

1
5
0
0
円
前
後
安
い
。

3
月
中
旬
か
ら
下
が
り
続

け
て
い
る
国
内
市
況
を
さ

ら
に
冷
や
す
可
能
性
が
高

い
。他品

種
の
提
示
価
格

は
、
Ｈ
1
と
Ｈ
2
（
50
対

50
）
の
ミ
ッ
ク
ス
ス
ク
ラ

ッ
プ
が
5
万
3
0
0
円

（
Ｆ
Ｏ
Ｂ
）
で
前
回
比
2

5
0
0
円
安
い
。
Ｈ
Ｓ
は

5
万
3
3
0
0
円
（
同
）

で
、
3
0
0
0
円
安
か
っ

た
。
新
断
系
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
価
格
提
示
は
な
か
っ

た
。国際

価
格
よ
り
割
高
な

日
本
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
へ

の
下
げ
圧
力
と
、
韓
国
の

鉄
鋼
需
要
の
低
迷
と
が
安

値
を
も
た
ら
し
た
。
韓
国

は
2
月
に
不
動
産
不
況
が

急
落
。
そ
の
後
も
下
落
は

止
ま
ら
ず
、「
バ
ブ
ル
が
弾

け
た
」（
関
係
者
）よ
う
だ
。

同
国
経
済
の
失
速
が
背
景

に
あ
る
。

元
旦
ビ
ュ
ー
テ
ィ
工
業

は
本
年
度
、
全
社
の
住
宅

関
連
事
業
の
売
上
高
と
し

て
前
年
度
比
約
25
％
増
の

25
億
円
を
目
指
す
。

同
社
は
従
来
か
ら
メ
イ

ン
の
大
型
案
件
の
ほ
か
、

住
宅
関
連
事
業
の
販
売
に

も
努
め
て
お
り
、
前
年
度

の
同
事
業
の
売
上
高
は
20

億
円
弱
と
な
っ
た
。
新
年

度
か
ら
住
宅
課
と
リ
フ
ォ

ー
ム
課
か
ら
な
る
住
宅
建

材
部
を
開
設
し
、
住
宅
向

け
事
業
の
体
制
強
化
を
図

っ
た
。
元
旦
内
樋
や
屋
根

作
業
安
全
装
置
な
ど
の
製

品
を
中
心
に
新
体
制
で
販

売
を
強
化
し
、
売
上
高
25

億
円
達
成
に
取
り
組
む
。

加
藤
誠
悟
社
長
は
「
住

宅
分
野
の
強
化
は
今
後
の

大
き
な
方
針
の
一
つ
。
25

億
円
は
7
年
前
の
実
績
か

ら
倍
強
の
数
値
に
な
る

が
、
付
加
価
値
の
高
い
商

材
と
し
て
し
っ
か
り
販
売

を
強
化
し
た
い
」と
語
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
2
面

中
央
労
働
災
害
防
止
協

会
は
、
労
働
者
や
家
族
が

疲
労
蓄
積
度
を
簡
易
に
判

定
で
き
る
「
労
働
者
の
疲

労
蓄
積
度
自
己
診
断
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
（
本
人
用
・

家
族
用
）」に
つ
い
て
20
年

ぶ
り
に
新
た
な
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
取
り
ま
と
め
、

新
た
に
「
活
用
ガ
イ
ド
」

を
作
成
し
同
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た
。

「
食
欲
」
と
「
睡
眠
」

に
関
す
る
最
新
の
知
見
を

踏
ま
え
た
設
問
に
見
直

し
、「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
」
な
ど
新
た
な
項
目
を

追
加
し
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク

を
行
う
場
合
も
考
慮
し
た

記
載
内
容
の
修
正
や
「
精

神
的
負
担
」
の
項
目
の
細

分
化
な
ど
多
様
な
観
点
か

ら
自
己
や
家
族
が
疲
労
の

蓄
積
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

内
容
と
し
た
。
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
の
活
用
場
面
や
過

重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害

を
防
ぐ
た
め
の
実
施
事
項

を
示
し
た「
活
用
ガ
イ
ド
」

も
作
成
し
た
。

日
本
鉄
鋼
連
盟
は
、
ス

チ
ー
ル
缶
の
環
境
優
位
性

を
広
く
社
会
に
認
知
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

ピ
ー
ア
ー
ル
サ
イ
ト
「
地

球
は
鉄
で
で
き
て
い
る
〜

ス
チ
ー
ル
缶
＝
鉄
の
地
球

に
や
さ
し
い
話
〜
」
を
開

設
し
た
。

Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト
は
日
本
製

鉄
や
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
の

エ
コ
リ
ー
フ
環
境
ラ
ベ
ル

の
認
証
取
得
へ
の
取
り
組

み
紹
介
や
、「
な
ん
で
ス
チ

ー
ル
缶
は
環
境
に
や
さ
し

い
の
？
」「
ス
チ
ー
ル
缶
＝

鉄
の
環
境
に
良
い
と
こ

ろ
」「
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
て
」
の
テ
ー

マ
ご
と
に
デ
ー
タ
や
イ
ラ

ス
ト
、
写
真
を
活
用
し
て

平
易
な
表
現
で
ス
チ
ー
ル

缶
の
環
境
に
や
さ
し
い
と

い
う
長
所
を
解
説
し
、
ア

ピ
ー
ル
す
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

首
都
圏
で
は
青
空
の
下
、
満
開
の
桜

を
眺
め
な
が
ら
入
社
式
に
向
か
っ
た
若

者
が
多
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
対
面
で

の
開
催
は
4
年
ぶ
り
と
い
う
企
業
も
あ

る
。
学
生
生
活
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
翻
弄
さ
れ
続
け
た
世
代
で
あ
り
、

社
会
人
と
し
て
の
新
た
な
人
生
は
ス
タ
ー
ト
時
点

か
ら
フ
ル
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
も
ら
い
た
い
▼
新

型
コ
ロ
ナ
の
水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
、
外
国
人
観

光
客
が
急
増
し
て
い
る
。
学
校
の
春
休
み
も
重
な

り
、
ホ
テ
ル
料
金
が
上
昇
。
予
約
さ
え
取
り
づ
ら

い
の
だ
ろ
う
か
、
都
心
か
ら
離
れ
た
井
の
頭
恩
賜

公
園
で
も
花
見
に
興
じ
る
外
国
人
が
目
立
つ
▼
5

月
8
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
並
み
の
「
5
類
」
に
移
行
さ
れ
、
水
際
対
策
も

終
了
。
国
内
外
を
自
由
に
往
来
で
き
る
日
常
が
よ

う
や
く
戻
っ
て
く
る
▼
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
は
先
が
見
え
ず
、欧
米
で
は
金
融
不
安
が
燻
り
、

米
中
覇
権
争
い
も
深
刻
化
し
て
い
る
。
世
界
が
混

乱
す
る
中
で
迎
え
た
2
0
2
3
年
度
、
日
本
は
個

人
消
費
の
持
ち
直
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
本

格
化
、
宿
泊
・
観
光
施
設
の
新
増
設
、
企
業
の
設

備
投
資
回
復
な
ど
の
連
鎖
で
景
気
が
好
転
。
素
材

・
部
品
需
要
も
増
加
し
、
鉄
鋼
・
非
鉄
企
業
が
好

業
績
を
謳
歌
す
る
と
期
待
し
た
い
。

髙
見
絹
子
氏
（
た
か

み
・
き
ぬ
こ
＝
タ
カ
ミ
副

社
長
）
5
日
死
去
、
69

歳
。
通
夜
式
は
9
日
午
後

6
時
か
ら
、
葬
儀
式
は
10

日
午
前
11
時
半
か
ら
、
三

重
県
伊
賀
市
守
田
町
7
―

7
の
ベ
ル
ウ
イ
ン
グ
会
館

で
、髙
見
家
、タ
カ
ミ
の
合

同
葬
と
し
て
行
わ
れ
る
。

喪
主
は
夫
で
会
長
の
景
三

（
け
い
ぞ
う
）
氏
。
葬
儀

委
員
長
は
長
男
で
社
長
の

尚
吾
（
し
ょ
う
ご
）
氏
。

「会員のために命を削る

ぐらいの覚悟」と語る櫨

会長㊧と碓井副会長

課
題
解
決
、今
後
も
貢
献

機
能
強
化
へ
、さ
ら
に
連
携

「長い歴史に裏打ちされ

た信頼関係」と語る久木

田副会長㊨と松岳副会長

―
下
―

2㍈厚フープ材、年内量産へ

経
営
戦
略
を
聞
く

経
営
戦
略
を
聞
く

特特殊殊金金属属エエククセセルル谷口毅ＣＥＯ

2023.4.7

日刊産業新聞23.4.7

独
自
製
品
伸
び
最
高
益

独
自
製
品
伸
び
最
高
益

―�まず皆さんの会社について。長い
歴史を持つこれまでの足跡をたど
ると。

櫨会長 「当社は1947年に『辰巳屋工
業所』として設立し、ばね鋼と自動車
用板ばねの専門商社としてスタートし
た。以降、自動車部品など事業を拡大
し、現在の鋼材から自動車部品まで扱
う『自動車部品の専門商社』という形
になった」
碓井副会長 「鉄スクラップ業が発祥
だが、48年に『碓井商店』を創業し58
年、現社名の『碓井鋼材』とした。機
械構造用炭素鋼、構造用合金鋼など構
造用鋼を商売の核に据えた業態へと移
り、現在に至る」
久木田副会長 「当社は47年創業の

『櫻井兄弟商会』を源流に61年に『櫻井
鋼鉄』を設立。特殊鋼を中心に、時代
にマッチした事業展開を進めてきた。
特殊鋼のほかにもステンレスや非鉄金
属、加工品なども扱う」
松岳副会長 「当社は52年に『東洋金
属』として創業し、特殊鋼販売を手掛
けてきた。特殊鋼の深孔開け加工の
BTA加工に対応する。機械構造用炭素

鋼、合金鋼、調質鋼の在庫が主体だ」

魅力ある「良い商売」 ― 松岳氏

―�なぜ、特殊鋼の販売を主体として
いるのか。

松岳 「特殊鋼に魅力があるからの一
言に尽きる。先代の父は特殊鋼を売る
というビジネスについて『良い商売』
と常々言っていた。若いころの私は毎
日あくせく働きながら『一体何が良い
のだろう』と思っていたが、今になっ
てみれば、取引先や人との関係やつな
がりが重視され、新規参入の障壁は高
く、環境変化も少ない。その上メー

カー各社の業績が好調であれば流通も
同様に良い業績が出やすい、これらの
要素が集まるから『良い商売』だと考
えている」

顧客の作業負担を抑制 ― 櫨氏

―�国内メーカーの特殊鋼と海外メー
カーの特殊鋼の違いは。

櫨 「当社貿易部門の取引を通じて感
じるのは、日本と海外では『スタン
ダード』の定義が違うために、品質や
価格、納期など日本では考えられない
ような対応が起こる、ということだ。
特に近年では中国メーカーが力を付け

日刊産業新聞の特集連載「日本の特殊鋼　世界に誇る技術の粋」で2023年4月5日より3日間、
全特協の正副会長の〈流通座談会〉が連続掲載されました。特殊鋼流通業界の現状とこれからを考
える上で、すべての会員企業に有益な記事となっております。連載全文を本号に転載いたします
ので、ぜひお読みになってください。

さまざまなユーザーのニーズに応える特殊鋼産業において、流通の存在は欠かせない。メーカーが生産した製品を在庫し、さまざまなユーザーのニーズに応える特殊鋼産業において、流通の存在は欠かせない。メーカーが生産した製品を在庫し、
切断や熱処理、表面処理、機械加工などを手掛け、顧客へ納めるサプライチェーンの一翼を特殊鋼流通が担っている。大手切断や熱処理、表面処理、機械加工などを手掛け、顧客へ納めるサプライチェーンの一翼を特殊鋼流通が担っている。大手
商社から社員数人の会社まで229社が加盟する全日本特殊鋼流通協会（全特協）は、特殊鋼流通業界の人材育成をはじめ、業商社から社員数人の会社まで229社が加盟する全日本特殊鋼流通協会（全特協）は、特殊鋼流通業界の人材育成をはじめ、業
界の発展に向けた取り組みを日々進めている。櫨巳芳会長（辰巳屋興業社長）と、碓井達郎副会長（全特協東京支部長、碓井界の発展に向けた取り組みを日々進めている。櫨巳芳会長（辰巳屋興業社長）と、碓井達郎副会長（全特協東京支部長、碓井
鋼材社長）、久木田至副会長（全特協大阪支部長・櫻井鋼鉄社長）、松岳大樹副会長（トーキン社長）の4人に業界の現状やこれ鋼材社長）、久木田至副会長（全特協大阪支部長・櫻井鋼鉄社長）、松岳大樹副会長（トーキン社長）の4人に業界の現状やこれ
からを聞いた。からを聞いた。
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株式会社産業新聞社　メディアクリエイション部

【キャンペーン期間】2023.2.20-5.31

日
本
特
殊
鋼

の

世
界
に
誇
る
技
術
の
粋粋粋
37

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
市
況
一
段
安

輸
出
不
振
で
需
給
緩
む

ビ
レ
ッ
ト
2
月
輸
出
44
％
減

ア
ジ
ア
市
場
膠
着
、商
談
停
滞 鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
中
国
は
小
反
発中国粗鋼生産3月最高水準

主要メーカー

ト
ル
コ
粗
鋼
生
産

2
月
29
％
減
少

大
地
震
の
影
響

現
地
ブ
リ
キ
価
格

4
カ
月
連
続
上
げ

中
・
宝
山
鋼
鉄
5
契

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

東
鉄
・
宇
都
宮

荷
受
け
に
制
限

5
―
8
日

Ｈ
2
社
と
低
炭
素

製
鉄
で
協
力
覚
書

英
ア
ン
グ
ロ

金属春秋

―
―
こ
こ
か
ら
は
製
品

で
は
な
く
特
殊
鋼
流
通
業

界
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た

い
。
業
界
再
編
が
少
な
い

よ
う
に
感
じ
る
。

碓
井
「
メ
ー
カ
ー
に
比

べ
て
流
通
の
再
編
が
活
発

で
な
い
背
景
に
は
、
こ
こ

に
い
る
全
特
協
の
メ
ン
バ

ー
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
大
半
が
オ
ー
ナ
ー
だ

か
ら
と
い
う
点
に
尽
き

る
。創
業
者
か
ら
子
ど
も
、

そ
し
て
孫
と
本
業
本
位
を

代
々
引
き
継
い
で
い
る
こ

と
が
経
営
の
安
定
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。も
う
一
つ
、

な
ぜ
生
き
残
る
こ
と
が
で

き
た
か
、
こ
れ
は
安
定
的

に
利
益
を
生
み
出
し
続
け

て
そ
れ
を
大
事
に
し
て
い

る
か
ら
。
わ
れ
わ
れ
の
扱

う
特
殊
鋼
は
こ
れ
ま
で
、

他
の
一
般
鋼
材
に
比
べ
市

況
が
短
期
間
に
乱
高
下
し

に
く
く
、
好
不
況
の
波
は

あ
れ
ど
比
較
的
に
需
要
も

総
じ
て
安
定
し
、
顧
客
と

国
内
外
経
済
の
機
械
産
業

の
発
展
と
と
も
に
伸
び
て

き
た
。
特
殊
鋼
の
世
界
は

普
通
鋼
に
比
べ
独
特
な
点

も
あ
る
。
普
通
鋼
は
高
炉

品
と
電
炉
品
な
ど
国
内
メ

ー
カ
ー
間
の
価
格
差
に
加

え
て
、
安
価
な
海
外
材
の

流
入
な
ど
の
問
題
が
あ

る
。
一
方
で
特
殊
鋼
は
鋼

種
に
も
よ
る
が
、
高
炉
・

電
炉
間
の
価
格
差
は
普
通

鋼
ほ
ど
で
は
な
い
、
特
殊

鋼
以
外
の
業
界
か
ら
す
る

と
『
安
定
し
て
い
る
』
と

見
え
る
の
で
は
な
い
か
。

た
だ
、
足
元
の
販
売
価
格

の
大
幅
な
値
上
げ
は
、『
山

高
け
れ
ば
谷
深
し
』
で
先

行
き
不
透
明
感
に
不
安
を

感
じ
る
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
だ
」

櫨
「
特
殊
鋼
流
通
が
生

き
残
っ
て
い
る
理
由
は
最

大
需
要
家
の
自
動
車
産
業

と
発
展
を
と
も
に
し
て
き

た
こ
と
も
付
け
加
え
た

い
。
右
肩
上
が
り
で
生
産

量
が
増
え
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
担
う
わ
れ
わ
れ

も
こ
の
動
き
に
乗
っ
か
っ

て
き
た
。
並
行
し
て
顧
客

に
と
っ
て
便
利
な
機
能

が
、
わ
れ
わ
れ
の
成
長
に

つ
な
が
っ
た
。
鋼
材
を
右

か
ら
左
に
流
す
よ
う
な
取

引
か
ら
、自
社
で
在
庫
し
、

即
納
体
制
を
敷
い
た
り
切

断
し
た
り
、
機
械
加
工
や

熱
処
理
ま
で
…
と
、
き
め

細
か
く
お
客
さ
ま
の
要
望

を
受
け
止
め
、
全
て
ク
リ

ア
し
て
き
て
成
長
し
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
」

松
岳
「
さ
ま
ざ
ま
な
要

求
に
応
え
て
き
た
努
力
に

加
え
て
ニ
ッ
チ
で
新
規
参

入
が
な
い
世
界
で
あ
る
点

も
大
き
い
」

―
―
人
手
不
足
問
題
も

深
刻
だ
。

久
木
田
「
当
社
は
機
械

加
工
設
備
を
自
社
で
持
っ

て
い
な
い
た
め
、
約
60
社

の
取
引
先
に
協
力
を
頂
い

て
い
る
。
本
来
は
設
備
を

導
入
す
る
こ
と
も
一
つ
の

手
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で

人
手
不
足
が
問
題
に
な

る
。
当
社
は
現
場
、
営
業
、

配
達
の
全
て
で
人
が
足
り

な
い
。
そ
の
た
め
男
女
関

係
な
く
若
手
を
採
用
し
な

が
ら
、
定
年
の
延
長
も
検

討
し
た
い
」

碓
井
「
現
場
で
働
く
外

国
人
労
働
者
に
関
し
て

は
、
研
修
実
習
生
制
度
を

利
用
し
た
い
が
、
当
社
は

切
削
機
械
加
工
な
ど
の
設

備
を
保
有
し
て
い
な
い
た

め
、
現
行
の
研
修
制
度
の

対
象
に
入
ら
な
い
。
人
材

不
足
を
補
う
た
め
の
外
国

人
採
用
は
難
し
く
、
求
人

広
告
頼
み
に
な
っ
て
し
ま

う
。
当
社
は
千
葉
県
の
浦

安
鉄
鋼
団
地
に
本
社
を
置

く
が
、
都
心
に
近
い
が
た

め
に
逆
に
募
集
を
か
け
て

も
応
募
は
少
な
い
。
人
手

不
足
解
決
も
自
社
単
独
で

は
難
し
く
な
る
だ
ろ
う
。

外
国
人
労
働
者
に
関
し
て

は
国
の
柔
軟
な
政
策
が
必

要
だ
。
企
業
は
人
材
不
足

に
よ
る
人
員
補
充
を
目
的

と
す
る
が
、
建
前
と
し
て

は
研
修
と
し
て
い
る
。
こ

れ
が
ミ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を

起
こ
し
、
現
行
制
度
は
限

界
が
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
実
習
生
の
制
度
に

つ
い
て
は
、
切
断
や
玉
掛

け
ク
レ
ー
ン
な
ど
の
業
務

も
対
応
で
き
る
よ
う
風
穴

を
開
け
よ
う
と
、
経
産
省

金
属
課
が
中
心
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
い

て
い
る
」

久
木
田
「
人
材
育
成
や

人
手
不
足
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る

会
社
と
そ
う
で
な
い
会
社

が
あ
る
。
当
協
会
で
は
人

材
育
成
事
業
が
あ
る
が
、

こ
の
分
野
の
機
能
を
強
化

し
、
業
界
全
体
で
人
を
育

て
る
と
い
う
発
想
を
当
た

り
前
の
も
の
と
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」

―
―
流
通
の
課
題
は
。

久
木
田
「
当
社
の
取
り

扱
い
製
品
の
う
ち
7
割
が

加
工
品
な
ど
、
創
業
者
が

立
ち
上
げ
た
頃
と
販
売
製

品
が
変
わ
っ
て
き
た
が
、

全
く
違
う
ビ
ジ
ネ
ス
を
始

め
る
こ
と
は
考
え
に
く

い
。
た
だ
、
わ
れ
わ
れ
の

業
界
は
サ
ッ
カ
ー
で
例
え

る
と
2
点
先
制
し
て
お
き

な
が
ら
敵
に
点
を
入
れ
ら

れ
な
い
よ
う
、
ゴ
ー
ル
ま

わ
り
を
全
員
で
固
め
る
よ

う
な
守
り
が
今
後
も
欠
か

せ
な
い
」

碓
井
「
当
社
も
久
木
田

さ
ん
と
同
様
で
、
特
殊
鋼

の
扱
い
か
ら
始
ま
っ
て
加

工
も
す
る
、
と
い
う
形
。

こ
こ
に
い
る
メ
ン
バ
ー

は
、
先
代
、
先
々
代
か
ら

続
く
社
業
の
軸
が
あ
っ

て
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
を
手
掛
け
る
と

い
う
こ
と
を
し
て
き
た
。

こ
の
軸
が
ぶ
れ
る
こ
と
は

な
い
の
で
は
な
い
か
」

松
岳
「
メ
ー
カ
ー
の
再

編
が
進
ん
だ
よ
う
に
、
流

通
の
再
編
も
あ
り
う
る
と

考
え
て
い
る
。
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
変
化
で
売
り
上
げ
が

落
ち
、
単
独
で
生
き
残
れ

な
い
な
ど
、
企
業
が
危
機

に
陥
る
こ
と
で
再
編
が
進

む
こ
と
も
あ
る
。
生
き
残

る
た
め
に
は
、
変
化
に
対

応
し
続
け
る
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
」

櫨
「
国
内
人
口
が
縮
小

に
向
か
う
中
で
、
海
外
へ

進
出
し
売
り
上
げ
を
拡
大

す
る
、
と
い
う
考
え
も
あ

る
が
、
日
本
と
大
き
く
異

な
る
環
境
や
意
思
決
定
の

速
さ
に
つ
い
て
い
け
な
い

こ
と
も
あ
る
。
海
外
で
積

極
的
に
攻
め
に
転
じ
る
こ

と
は
難
し
い
」（
福
岡
紀

子
、
阿
部
拓
也
、
北
村
康

平
）

国
内
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
市
況
が
5
日
に
一
段
安
と
な
っ
た
。
日
本
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
総
合
価
格
（
東
名
阪
3
地
区
電
炉
メ
ー
カ
ー
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購
入
価
格

平
均
、
Ｈ
2
、
産
業
新
聞
調
べ
）
は
5
日
に
ト
ン
当
た
り
5
万
2
1
0
0
円
と

な
っ
た
。
前
日
か
ら
7
0
0
円
、
直
近
高
値
の
3
月
16
日
か
ら
は
3
2
0
0
円

そ
れ
ぞ
れ
下
落
。
輸
出
の
不
振
で
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
緩
ん
だ
。
先
安
観
の
た
め

に
ト
ル
コ
や
ア
ジ
ア
各
国
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購
買
意
欲
が
減
退
し
、
国
際
相
場

が
下
が
っ
て
い
る
。
米
国
の
銀
行
の
経
営
破
綻
な
ど
と
い
っ
た
世
界
的
な
金
融

不
安
が
背
景
に
あ
る
も
よ
う
。
海
外
か
ら
日
本
の
相
場
へ
の
下
押
し
圧
力
は
今

度
も
続
く
見
通
し
だ
。

東
京
製
鉄
が
5
日
に
全

拠
点
で
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

購
入
価
格
を
5
0
0
―
1

0
0
0
円
下
げ
、
各
地
に

値
下
げ
の
動
き
が
波
及
し

た
。
関
東
の
電
炉
は
東
鉄

・
宇
都
宮
が
5
日
か
ら
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
買
値
を
1

0
0
0
円
下
げ
た
動
き
に

合
わ
せ
、
ほ
と
ん
ど
が
同

日
に
1
0
0
0
円
下
げ

た
。
一
部
で
5
0
0
円
下

げ
に
と
ど
め
た
筋
や
据
え

置
い
た
筋
も
あ
っ
た
。
関

西
の
電
炉
は
4
―
5
日
に

か
け
て
買
値
を
5
0
0
―

1
0
0
0
円
下
げ
た
。
4

日
に
先
行
し
て
一
部
大
阪

の
電
炉
が
買
値
を
下
げ
、

5
日
に
東
鉄
と
追
随
し
て

一
斉
に
下
げ
た
格
好
だ
。

関
東
電
炉
メ
ー
カ
ー
の

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購
入
価
格

（
Ｈ
2
、
5
日
時
点
）は
安

値
が
5
万
1
0
0
0
円
前

後
、
中
心
は
5
万
1
5
0

0
―
5
万
2
0
0
0
円
前

後
。
関
西
電
炉
メ
ー
カ
ー

の
購
入
価
格（
同
）は
5
万

2
0
0
0
―
5
万
3
0
0

0
円
前
後
。
関
西
が
や
や

高
い
水
準
に
あ
る
。

輸
出
の
指
標
の
一
つ

の
、
関
東
湾
岸
価
格（
同
）

は
、
安
値
4
万
9
5
0
0

円
前
後
、
中
心
5
万
―
5

万
1
0
0
0
円
前
後
で
推

移
す
る
。
5
日
の
輸
出
業

者
の
動
き
に
は
ば
ら
つ
き

が
あ
り
、
前
日
か
ら
買
値

を
据
え
置
い
た
筋
と
5
0

0
円
前
後
下
げ
た
筋
と
が

混
在
し
て
い
る
。
高
値
が

残
っ
た
の
に
は
、「
5
万
1

0
0
0
円
以
上
の
値
を
提

示
し
な
い
と
荷
が
集
ま
ら

な
い
」（
輸
出
業
者
）
と
い

う
事
情
が
あ
る
よ
う
だ
。

▽参加者＝全日本特殊鋼流通協会櫨巳芳会長碓井達郎副会長久木田至副会長松岳大樹副会長

財
務
省
の
貿
易
統
計
に

よ
る
と
、
2
0
2
3
年
2

月
の
ビ
レ
ッ
ト
（
鋼
片
）

輸
出
量
は
4
万
2
4
9
9

㌧
と
前
年
同
月
比
44
・
1

％
減
、
前
月
比
21
・
9
％

減
と
な
っ
た
。
平
均
単
価

は
ト
ン
当
た
り
7
万
5
4

4
8
円
で
前
年
同
月
比
2

4
6
2
円
高
、
前
月
比
3

3
3
5
円
高
。

2
月
は
春
節（
旧
正
月
）

明
け
後
、
中
国
を
は
じ
め

各
国
の
市
場
環
境
が
盛
り

上
が
り
を
欠
い
て
お
り
、

膠
着
状
態
が
続
い
た
。
こ

の
た
め
、
日
本
か
ら
の
輸

出
商
談
は
停
滞
し
、
特
に

台
湾
、
中
国
向
け
が
大
幅

に
減
少
し
て
お
り
、
16
年

10
月
以
来
6
年
4
カ
月
ぶ

り
に
5
万
㌧
を
割
り
込
ん

だ
。向

け
先
別
は
、
韓
国
が

2
万
5
2
3
0
㌧
（
前
年

同
月
比
33
・
7
％
減
、
前

月
比
18
・
6
％
減
）、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
6
9
5
2
㌧

（
前
年
同
月
比
41
・
2
％

増
、
前
月
比
14
・
9
％

減
）、タ
イ
が
5
9
7
0
㌧

（
前
年
同
月
比
37
・
2
％

減
、
前
月
比
17
・
2
％

増
）、中
国
は
4
1
6
2
㌧

（
前
年
同
月
比
30
・
5
％

減
、
前
月
比
40
・
3
％

減
）、米
国
が
1
2
3
㌧

（
前
年
同
月
比
68
・
5
％

減
、
前
月
比
2
・
1
倍
）、

台
湾
は
41
㌧
（
前
年
同
月

比
99
・
8
％
減
、
前
月
比

98
・
7
％
減
）
ベ
ル
ギ
ー

は
21
㌧（
前
年
同
月
実
績
、

前
月
実
績
と
も
に
ゼ
ロ
）

と
な
っ
た
。

【
上
海
支
局
】
中
国
の

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
は
先

週
に
小
幅
な
が
ら
上
昇
に

転
じ
た
。
欧
米
の
金
融
不

安
に
端
を
発
し
た
鋼
材
の

先
物
価
格
の
下
落
な
ど
鉄

鋼
市
場
の
下
振
れ
懸
念
か

ら
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
が

3
月
下
旬
に
一
時
反
落
し

た
が
、
月
末
に
持
ち
直
し

の
動
き
を
見
せ
た
。
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
の
国
内
需
要
の

回
復
期
待
か
ら
粗
鋼
生
産

を
増
や
し
て
お
り
、
原
料

需
要
は
高
位
を
維
持
す
る

見
通
し
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
供
給
が
需
要
見
合
い
で

増
え
て
お
り
、
価
格
は
当

面
、
安
定
し
て
推
移
す
る

見
込
み
だ
。

「
製
鉄
所
の
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
の
入
荷
は
良
好
で
在

庫
が
積
ま
れ
、
鉄
鋼
メ
ー

カ
ー
の
購
入
価
格
の
上
昇

幅
は
限
ら
れ
て
い
る
」（
中

国
廃
鋼
鉄
応
用
協
会
）。経

済
活
動
の
回
復
か
ら
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
発
生
・
回
収

量
が
徐
々
に
増
え
、
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
の
購
入
増
・
価

格
引
き
上
げ
か
ら
回
収
加

工
業
者
か
ら
の
供
給
が
増

え
て
い
た
。
メ
ー
カ
ー
の

在
庫
補
充
が
一
巡
し
た
こ

と
で
足
元
、
価
格
は
落
ち

着
い
て
い
る
。

全
国
主
要
鉄
鋼
40
社
の

重
型
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購
入

価
格
は
3
月
末
に
ト
ン
3

1
0
8
元
（
約
6
万
1
0

0
0
円
、
増
値
税
込
）
と

前
の
週
か
ら
2
元
上
が
っ

た
。
前
の
週
に
金
融
市
場

の
混
乱
を
受
け
て
53
元
安

と
3
カ
月
ぶ
り
に
下
落
し

た
が
、
鉄
鋼
需
要
の
回
復

も
あ
り
、
短
期
に
平
静
を

取
り
戻
し
た
よ
う
だ
。

東
北
・
遼
寧
省
の
鞍
山

鋼
鉄
は
購
入
価
格
を
前
の

週
か
ら
据
え
置
き
、
華
東

地
区
の
鉄
鋼
大
手
も
江
蘇

沙
鋼
は
じ
め
い
ず
れ
も
据

え
置
き
。
華
南
地
区
は
大

手
の
柳
州
鋼
鉄
は
据
え
置

い
た
が
、
韶
関
鋼
鉄
が
1

0
0
元
上
げ
る
な
ど
上
げ

に
転
じ
る
メ
ー
カ
ー
が
み

ら
れ
、
増
産
に
向
け
て
原

料
を
補
充
す
る
動
き
が
一

部
で
続
い
て
い
る
。

【
上
海
支
局
】
中
国
の

主
要
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
粗

鋼
生
産
が
3
月
に
大
き
く

増
え
、
同
時
期
の
過
去
最

高
の
水
準
に
迫
っ
た
。
春

の
需
要
期
を
迎
え
、
政
府

の
景
気
対
策
も
あ
り
、
鉄

鋼
需
要
の
回
復
期
待
か
ら

増
産
の
機
運
が
強
ま
っ
て

い
る
。
メ
ー
カ
ー
の
鋼
材

在
庫
が
3
月
下
旬
に
減
少

に
転
じ
、
市
中
の
鋼
材
在

庫
も
1
カ
月
間
減
り
続
け

て
お
り
、
製
造
業
や
建
設

の
活
動
が
上
向
き
、
鋼
材

消
費
は
着
実
に
増
え
て
い

る
よ
う
だ
。

全
国
粗
鋼
の
約
8
割
を

占
め
る
中
国
鋼
鉄
工
業
協

会
会
員
企
業
の
粗
鋼
生
産

は
3
月
下
旬
に
1
日
当
た

り
2
2
6
万
7
0
0
㌧
と

中
旬
に
比
べ
0
・
3
％

増
、
年
初
か
ら
17
・
4
％

増
え
、
9
カ
月
ぶ
り
に
高

い
水
準
と
な
っ
た
。
前
年

同
期
よ
り
4
・
7
％
多

く
、
同
時
期
で
過
去
最
高

の
21
年
3
月
上
旬
の
値
に

ほ
ぼ
並
ん
だ
。

メ
ー
カ
ー
在
庫
は
3
月

下
旬
に
1
7
2
5
万
㌧
と

1
カ
月
で
中
旬
に
比
べ
9

％
減
り
、
2
カ
月
ぶ
り
に

低
い
水
準
と
な
っ
た
。
前

年
同
期
よ
り
3
・
8
％
多

い
が
、
徐
々
に
前
年
の
水

準
に
近
づ
い
て
い
る
。

ト
ル
コ
鉄
鋼
生
産
者
協

会
に
よ
る
と
、
2
月
の
ト

ル
コ
の
粗
鋼
生
産
量
は
2

1
0
万
㌧
で
、
前
年
同
月

比
28
・
9
％
減
っ
た
。
2

月
6
日
に
発
生
し
た
大
地

震
の
影
響
で
、
イ
ス
テ
ン

ゲ
ル
ゲ
ン
や
オ
ス
マ
ニ
エ

な
ど
の
製
鉄
所
で
生
産
が

大
幅
に
制
限
さ
れ
た
こ
と

が
影
響
し
た
。
両
地
域
の

製
鉄
所
は
ト
ル
コ
全
体
の

粗
鋼
生
産
能
力
と
生
産
量

の
32
％
を
占
め
る
。

ト
ル
コ
の
鉄
鋼
製
品
は

貿
易
赤
字
が
続
く
。
2
月

の
鉄
鋼
製
品
の
輸
出
量
は

前
年
同
月
比
47
・
3
％
減

っ
て
67
万
5
0
0
0
㌧
、

金
額
で
は
約
半
減
し
て
5

億
8
0
0
0
万
㌦
だ
っ

た
。輸
入
量
は
10・
7
％
減

っ
て
1
3
0
万
㌧
、
32
％

減
の
10
億
㌦
だ
っ
た
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇

が
悪
影
響
を
も
た
ら
し
、

1
―
2
月
の
輸
出
は
前
年

同
月
か
ら
45
％
減
っ
た
。

同
協
会
は
「
注
目
す
べ

き
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
や

エ
ジ
プ
ト
な
ど
天
然
ガ
ス

市
場
で
比
較
的
優
位
に
あ

る
国
が
、
ト
ル
コ
の
輸
出

市
場
か
ら
シ
ェ
ア
を
奪
い

始
め
た
こ
と
だ
」と
指
摘
。

高
騰
す
る
天
然
ガ
ス
価
格

が
低
下
し
た
際
に
は
、
バ

ル
カ
ン
半
島
、
南
米
、
ア

フ
リ
カ
な
ど
の
新
市
場
を

開
拓
し
、
数
カ
月
の
う
ち

に
輸
出
損
失
を
一
部
で
回

復
で
き
る
と
の
認
識
を
示

し
た
。
ト
ル
コ
は
天
然
ガ

ス
や
石
油
な
ど
の
資
源
に

乏
し
く
、
他
国
か
ら
の
輸

入
に
依
存
し
て
い
る
。

関
係
筋
に
よ
る
と
、
中

国
の
宝
山
鋼
鉄
は
こ
の
ほ

ど
、
2
0
2
3
年
5
月
契

約
国
内
向
け
ブ
リ
キ
価
格

を
2
0
0
元
（
約
29
㌦
）

引
き
上
げ
る
と
各
需
要
家

向
け
に
通
知
し
た
よ
う

だ
。
値
上
げ
は
4
カ
月
連

続
。価

格
引
き
上
げ
に
つ
い

て
業
界
関
係
者
か
ら
は

「
原
料
含
め
諸
コ
ス
ト
が

高
騰
し
て
お
り
、
転
嫁
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
だ
ろ

う
」「
需
要
は
低
調
だ
が
、

底
は
脱
し
た
と
の
意
見
も

あ
り
、
動
向
を
見
極
め
な

が
ら
採
算
改
善
を
図
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
今
後
も

こ
れ
ま
で
同
様
の
対
応
が

続
く
の
で
は
な
い
か
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

東
京
製
鉄
の
宇
都
宮
工

場
は
、
5
―
8
日
の
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
受
け
付
け
に
制

限
を
か
け
て
い
る
。
4
日

は
24
時
ま
で
の
受
け
入
れ

と
し
、
5
―
8
日
は
専
用

フ
ォ
ー
ム
で
の
事
前
予
約

制
を
導
入
し
た
。
来
週
の

10
日
の
朝
6
時
か
ら
予
約

な
し
で
の
荷
受
け
を
再
開

す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

英
資
源
大
手
の
ア
ン
グ

ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
は
4
日
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
水
素
還

元
製
鉄
を
目
指
す
Ｈ
2
グ

リ
ー
ン
・
ス
チ
ー
ル
と
低

炭
素
製
鉄
プ
ロ
セ
ス
に
関

し
て
協
力
す
る
覚
書
を
交

わ
し
た
と
発
表
し
た
。
Ｈ

2
グ
リ
ー
ン
・
ス
チ
ー
ル

の
直
接
還
元
鉄（
Ｄ
Ｒ
Ｉ
）

で
ア
ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ

ン
が
提
供
す
る
高
品
位
鉄

鉱
石
活
用
を
検
討
す
る
。

「
一
時
的
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を

調
べ
る
と
次
の
よ
う
に
あ
る
。
物
事
が

長
続
き
し
な
い
さ
ま
、
そ
の
時
限
り
、

少
し
の
間
だ
け
―
―
。
米
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
銀
行
（
Ｓ
Ｖ
Ｂ
）
の
破
綻
や
金
融

大
手
ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
・
グ
ル
ー
プ

の
救
済
合
併
な
ど
、
欧
米
で
金
融
不
安
が
く
す
ぶ

る
。
市
場
で
は
「
一
時
的
な
問
題
」
と
の
見
方
も

あ
る
が
果
た
し
て
ど
う
か
▼
3
月
の
下
院
金
融
サ

ー
ビ
ス
委
員
会
の
公
聴
会
で
、
パ
ウ
エ
ル
米
連
邦

準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
議
長
は
、
当
初
イ

ン
フ
レ
は
「
一
過
性
」
の
要
因
で
自
然
に
緩
和
し

て
い
く
と
み
て
い
た
こ
と
は
誤
り
だ
っ
た
と
し

た
。「
一
過
性
」
と
は
、
現
象
が
「
一
時
的
」
で
す

ぐ
消
え
る
こ
と
だ
▼
2
0
0
8
年
に
起
き
た
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
原
因
と
な
っ
た
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
ロ
ー
ン
問
題
。
信
用
度
の
低
い
借
り
手
を
対
象

に
し
た
住
宅
融
資
で
あ
る
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

の
焦
付
き
が
増
加
し
、
金
融
機
関
の
経
営
に
打
撃

を
与
え
た
。こ
の
問
題
が
く
す
ぶ
っ
た
当
時
も「
一

時
的
な
問
題
」「
一
時
的
な
現
象
」
な
ど
と
市
場
で

は
言
わ
れ
た
▼
こ
の
15
年
前
を
経
験
し
た
業
界
関

係
者
は
、
今
の
金
融
不
安
に
対
す
る
警
戒
感
を
隠

さ
な
い
。
リ
ス
ク
に
対
し
身
構
え
つ
つ「
一
時
的
」

な
不
安
で
終
わ
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

全日本特殊鋼流通協会

久
木
田
副
会
長久木田氏 業界全体で人材育成生き残りへ変化に対応 松岳氏

櫨氏 自動車産業と共に発展軸ぶれず安定的利益 碓井氏

―
中
―

2023.4.6

櫨
会
長

松
岳
副
会
長

碓
井
副
会
長
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鉄鋼（1）

新事務所・新工場
  稼働開始

日本の ものづく
り を面白くする

豊富な経験と実績
を最新鋭工場に生

かし

お客様満足度の一
層の向上を実現し

ます。

ステンレス材料の

提案力

機器装置製作の

技術力

姫路市花田町加
納原田771-1

079-252-2234
住 所
電 話

鉄くずリサイク
ル金属全般

T E L
F A X

079(448)0238
㈹

079(448)7780
　

ホームページ

リニューアルしま
した

https://hase-p.c
o.jp

千葉県浦安市港
31 ☎047-354-7

111

カラー角・カラー
Ｃ

グレー角・グレー
Ｃ

黒角・黒Ｃ

ＳＴＫ・SGP

スモール角

軽量Ｈ・軽ミゾ

「生きる力」とは、

考える力である

Ｗ
Ｅ
Ｂ
日
刊
産
業
新
聞

https://www.japanmetal.com

日
本
特
殊
鋼

の
世
界
に
誇
る
技
術
の
粋粋粋

36

再エネ活用

黒
鉛
電
極
製
造
プ
ロ
セ
ス

レ
ゾ
ナ
ッ
ク
、脱
炭
素
化
着
手

レ
ゾ
ナ
ッ
ク
、脱
炭
素
化
着
手

国
内
・
ス
ペ
イ
ン
拠
点
で

ス
テ
ン
レ
ス
粗
鋼
5.2
％
減

世
界
22
年
5526
万
㌧
全
地
域
マ
イ
ナ
ス

テックは拒否石炭分社
化案

米
ク
リ
フ
ス

鋼
板
値
上
げ

ス
ポ
ッ
ト
1
0
0
㌦
以
上

金属春秋

ス
ノ
ウ
チ
社
長
に

西
嶋
氏
が
就
任

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

500
―
1000
円
下
げ

東
京
製
鉄
買
値

さ
ま
ざ
ま
な
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
特
殊
鋼
産
業
に
お
い
て
、
流
通

の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
。
メ
ー
カ
ー
が
生
産
し
た
製
品
を
在
庫
し
、
切
断
や
熱

処
理
、
表
面
処
理
、
機
械
加
工
な
ど
を
手
掛
け
、
顧
客
へ
納
め
る
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
一
翼
を
特
殊
鋼
流
通
が
担
っ
て
い
る
。
大
手
商
社
か
ら
社
員
数
人
の

会
社
ま
で
2
2
9
社
が
加
盟
す
る
全
日
本
特
殊
鋼
流
通
協
会
（
全
特
協
）
は
、

特
殊
鋼
流
通
業
界
の
人
材
育
成
を
は
じ
め
、
業
界
の
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み

を
日
々
進
め
て
い
る
。
櫨
巳
芳
会
長
（
辰
巳
屋
興
業
社
長
）
と
、
碓
井
達
郎
副

会
長
（
全
特
協
東
京
支
部
長
、
碓
井
鋼
材
社
長
）、久
木
田
至
副
会
長
（
全
特
協

大
阪
支
部
長
・
櫻
井
鋼
鉄
社
長
）、松
岳
大
樹
副
会
長
（
ト
ー
キ
ン
社
長
）
の
4

人
に
業
界
の
現
状
や
こ
れ
か
ら
を
聞
い
た
。

―
―
ま
ず
皆
さ
ん
の
会

社
に
つ
い
て
。
長
い
歴
史

を
持
つ
こ
れ
ま
で
の
足
跡

を
た
ど
る
と
。

櫨
会
長
「
当
社
は
1
9

4
7
年
に
『
辰
巳
屋
工
業

所
』
と
し
て
設
立
し
、
ば

ね
鋼
と
自
動
車
用
板
ば
ね

の
専
門
商
社
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
た
。
以
降
、
自
動

車
部
品
な
ど
事
業
を
拡
大

し
、
現
在
の
鋼
材
か
ら
自

動
車
部
品
ま
で
扱
う
『
自

動
車
部
品
の
専
門
商
社
』

と
い
う
形
に
な
っ
た
」

碓
井
副
会
長
「
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
業
が
発
祥
だ
が
、 48

年
に
『
碓
井
商
店
』
を

創
業
し
58
年
、
現
社
名
の

『
碓
井
鋼
材
』
と
し
た
。

機
械
構
造
用
炭
素
鋼
、
構

造
用
合
金
鋼
な
ど
構
造
用

鋼
を
商
売
の
核
に
据
え
た

業
態
へ
と
移
り
、
現
在
に

至
る
」

久
木
田
副
会
長
「
当
社

は
47
年
創
業
の
『
櫻
井
兄

弟
商
会
』
を
源
流
に
61
年

に『
櫻
井
鋼
鉄
』を
設
立
。

特
殊
鋼
を
中
心
に
、
時
代

に
マ
ッ
チ
し
た
事
業
展
開

を
進
め
て
き
た
。
特
殊
鋼

の
ほ
か
に
も
ス
テ
ン
レ
ス

や
非
鉄
金
属
、
加
工
品
な

ど
も
扱
う
」

松
岳
副
会
長
「
当
社
は

52
年
に
『
東
洋
金
属
』
と

し
て
創
業
し
、
特
殊
鋼
販

売
を
手
掛
け
て
き
た
。
特

殊
鋼
の
深
孔
開
け
加
工
の

Ｂ
Ｔ
Ａ
加
工
に
対
応
す

る
。機
械
構
造
用
炭
素
鋼
、

合
金
鋼
、
調
質
鋼
の
在
庫

が
主
体
だ
」

―
―
な
ぜ
、
特
殊
鋼
の

販
売
を
主
体
と
し
て
い
る

の
か
。

松
岳
「
特
殊
鋼
に
魅
力

が
あ
る
か
ら
の
一
言
に
尽

き
る
。
先
代
の
父
は
特
殊

鋼
を
売
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ

ス
に
つ
い
て『
良
い
商
売
』

と
常
々
言
っ
て
い
た
。
若

い
こ
ろ
の
私
は
毎
日
あ
く

せ
く
働
き
な
が
ら
『
一
体

何
が
良
い
の
だ
ろ
う
』
と

思
っ
て
い
た
が
、
今
に
な

っ
て
み
れ
ば
、
取
引
先
や

人
と
の
関
係
や
つ
な
が
り

が
重
視
さ
れ
、
新
規
参
入

の
障
壁
は
高
く
、
環
境
変

化
も
少
な
い
。
そ
の
上
メ

ー
カ
ー
各
社
の
業
績
が
好

調
で
あ
れ
ば
流
通
も
同
様

に
良
い
業
績
が
出
や
す

い
、
こ
れ
ら
の
要
素
が
集

ま
る
か
ら
『
良
い
商
売
』

だ
と
考
え
て
い
る
」

―
―
国
内
メ
ー
カ
ー
の

特
殊
鋼
と
海
外
メ
ー
カ
ー

の
特
殊
鋼
の
違
い
は
。

櫨
「
当
社
貿
易
部
門
の

取
引
を
通
じ
て
感
じ
る
の

は
、日
本
と
海
外
で
は『
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
』
の
定
義
が

違
う
た
め
に
、
品
質
や
価

格
、
納
期
な
ど
日
本
で
は

考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
対

応
が
起
こ
る
、
と
い
う
こ

と
だ
。
特
に
近
年
で
は
中

国
メ
ー
カ
ー
が
力
を
付
け

て
き
て
い
て
、
日
本
の
材

料
で
は
価
格
面
で
歯
が
立

た
な
い
こ
と
も
あ
る
。
し

か
し
、
高
い
品
質
や
確
実

な
納
期
な
ど
、
日
本
材
へ

の
信
頼
や
安
心
感
か
ら
買

っ
て
い
た
だ
く
事
例
は
根

強
い
。
昔
話
に
な
る
が
、

海
外
材
の
仕
入
れ
に
切
り

替
え
た
得
意
先
が
、
生
産 に

間
に
合
わ
ず
、
国
内
材

を
至
急
で
手
配
す
る
な
ど

の
対
応
に
追
わ
れ
て
コ
ス

ト
負
担
が
増
え
、
安
物
買

い
の
銭
失
い
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
事
例
も
あ
る
。
国

際
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
戦
う
需

要
家
に
と
っ
て
材
料
を
安

く
仕
入
れ
る
こ
と
は
最
重

要
課
題
だ
ろ
う
。
一
部
の

顧
客
は
コ
ス
ト
最
優
先

で
、
材
料
の
事
情
や
そ
の

メ
ー
カ
ー
の
対
応
な
ど
を

把
握
せ
ず
に
海
外
材
を
仕

入
れ
よ
う
と
す
る
。
こ
こ

で
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て

ほ
し
い
の
は
、
現
場
の
作

業
負
担
は
ど
う
な
る
の

か
、
納
期
遅
れ
の
不
安
を

払
し
ょ
く
で
き
る
潤
沢
な

在
庫
確
保
は
可
能
か
、
品

質
は
安
定
す
る
か
―
―
と

い
っ
た
こ
と
。
ト
ー
タ
ル

で
、
俯
瞰
で
見
た
時
の
コ

ス
ト
を
考
慮
し
た
調
達
を

需
要
家
の
皆
さ
ん
に
は
お

願
い
し
た
い
」

―
―
取
り
扱
い
は
国
内

材
が
中
心
だ
。

櫨
「
日
本
の
材
料
は
表

面
の
仕
上
げ
な
ど
も
高
品

質
で
、
ユ
ー
ザ
ー
側
の
作

業
負
担
を
抑
え
る
。
日
系

ユ
ー
ザ
ー
が
国
内
材
を
主

軸
と
し
て
い
る
。
中
国
な

ど
で
設
備
投
資
や
技
術
開

発
が
進
ん
で
い
る
が
、
品

質
に
は
疑
問
も
多
く
、
安

定
し
た
供
給
が
欠
か
せ
な

い
自
動
車
業
界
な
ど
で
は

ま
だ
ま
だ
日
本
材
が
優
位

だ
と
認
識
し
て
い
る
」

碓
井
「
当
社
と
し
て
、

鋼
材
店
向
け
の
店
売
り
分

野
で
は
、
国
内
材
が
ニ
ー

ズ
に
合
致
し
て
い
る
た
め

輸
入
材
を
扱
っ
て
い
な

い
。
輸
入
材
は
安
く
仕
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
に
比
べ
、
店

売
り
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
に
使
用
さ
れ
る
た

め
、
そ
の
リ
ス
ク
の
方
が

大
き
い
。
品
質
の
ば
ら
つ

き
や
、
小
ロ
ッ
ト
対
応
が

難
し
く
、
在
庫
管
理
な
ど

負
担
面
も
大
き
い
。
長
さ

や
ミ
ル
シ
ー
ト
、
指
定
の

寸
法
公
差
に
対
応
す
る
メ

ー
カ
ー
も
あ
る
が
、
メ
ー

カ
ー
に
よ
っ
て
は
エ
キ
ス

ト
ラ
価
格
が
発
生
す
る
た

め
、
安
く
仕
入
れ
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
が
薄
れ
る
。

日
本
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引

が
合
理
的
と
言
え
る
」

久
木
田
「
私
も
輸
入
材

の
扱
い
は
な
い
が
、
使
用

し
て
い
る
顧
客
に
話
を
聞

く
と
、
サ
ー
ビ
ス
や
ク
レ

ー
ム
へ
の
対
応
、
品
質
保

証
や
納
期
に
つ
い
て
の
考

え
方
が
日
本
メ
ー
カ
ー
と

全
く
異
な
り
、
不
満
を
抱

え
て
い
る
よ
う
だ
。
あ
る

海
外
メ
ー
カ
ー
で
は
、
最

初
の
注
文
は
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
納
期
通
り
入
っ

て
き
た
が
、
次
の
注
文
を

お
願
い
し
よ
う
と
す
る
と

連
絡
が
途
絶
え
、
納
期
が

分
か
ら
ず
大
慌
て
な
ん
て

こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
み

て
も
日
本
メ
ー
カ
ー
に
軍

配
が
上
が
る
」（
福
岡
紀

子
、
阿
部
拓
也
、
北
村
康

平
）

レ
ゾ
ナ
ッ
ク
の
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
事
業
部
は
黒
鉛
電
極
製
造
プ
ロ

セ
ス
の
脱
炭
素
化
に
着
手
し
た
。
ま
ず
は
長
野
県
大
町
市
に
マ
ザ

ー
工
場
を
構
え
る
日
本
と
、
ス
ペ
イ
ン
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
や
燃
料
の
脱
炭
素
化
の
検
討
に
入
っ
た
。
需
要
家
の
鉄
鋼
メ

ー
カ
ー
は
特
に
欧
州
で
脱
炭
素
化
へ
の
動
き
が
早
く
、
電
極
製
造

プ
ロ
セ
ス
の
脱
炭
素
化
の
前
段
階
で
、
マ
ス
バ
ラ
ン
ス
方
式
に
よ

る
実
質
炭
素
ゼ
ロ
の
商
品
化
も
視
野
に
入
れ
る
。
長
期
で
電
極
製

造
も
脱
炭
素
化
の
技
術
革
新
を
進
め
、
需
要
家
の
調
達
品
を
含
め

た
脱
炭
素
化
に
備
え
る
。

レ
ゾ
ナ
ッ
ク
の
武
田
真

人
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
事
業
部

長
に
よ
る
と
、
電
極
製
造

の
脱
炭
素
化
は
世
界
6
拠

点
の
う
ち
ま
ず
日
本
と
ス

ペ
イ
ン
で
取
り
組
む
。

鋼
材
需
要
家
含
め
て
脱

炭
素
化
の
動
き
が
先
行

し
、
水
素
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
環
境
も

整
っ
た
欧
州
の
拠
点
の
ス

ペ
イ
ン
、
継
手
を
集
中
生

産
す
る
大
町
で
先
行
さ
せ

る
。

世
界
向
け
継
手
生
産
を

一
手
に
引
き
受
け
る
大
町

が
脱
炭
素
化
し
な
い
と
事

業
全
体
の
脱
炭
素
化
が
完

結
し
な
い
。
元
々
水
力
発

電
を
活
用
し
て
い
る
た

め
、
電
力
の
面
で
は
優
位

に
あ
る
。
本
年
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

課
を
新
た
に
設
置
し
、
電

力
以
外
の
燃
料
転
換
の
検

討
に
入
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
は
北
部
の
偏

西
風
が
利
用
で
き
る
適
地

で
国
策
に
よ
る
風
力
発
電

が
今
後
利
用
で
き
る
と
い

う
。
電
力
を
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
す
る
と
と
も

に
、
燃
料
は
水
素
へ
の
転

換
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

現
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

の
連
携
を
含
め
た
検
討
に

入
っ
た
。

鉄
鋼
業
の
脱
炭
素
化
の

動
き
は
欧
州
が
一
番
早
い

と
い
う
。
需
要
家
か
ら
の

要
請
次
第
で
は
、
プ
ロ
セ

ス
の
脱
炭
素
化
を
待
た
ず

に
、
マ
ス
バ
ラ
ン
ス
方
式

で
実
質
排
出
ゼ
ロ
の
製
品

供
給
に
備
え
る
。
技
術
確

立
に
時
間
的
な
猶
予
が
あ

れ
ば
、
日
本
と
ス
ペ
イ
ン

の
工
程
の
脱
炭
素
化
を
通

じ
て
炭
素
ゼ
ロ
の
電
極
本

体
と
継
手
の
供
給
が
可
能

に
な
る
。
米
国
な
ど
ほ
か

の
拠
点
に
は
そ
の
後
技
術

の
横
展
開
を
に
ら
む
。

ス
テ
ン
レ
ス
メ
ー
カ
ー

の
国
際
的
団
体
、
世
界
ス

テ
ン
レ
ス
協
会
は
3
日
、

2
0
2
2
年
の
世
界
ス
テ

ン
レ
ス
粗
鋼
生
産
が
前
年

比
5
・
2
％
減
の
5
5
2

5
万
5
0
0

0
㌧
に
な
っ

た
と
発
表
し

た
。
世
界
各

地
で
ス
テ
ン

レ
ス
需
要
が

減
少
し
、
2

年
ぶ
り
に
前

年
を
下
回
っ

た
。最

大
生
産 国

の
中
国
は
、
2
・
0
％

減
の
3
1
9
7
万
5
0
0

0
㌧
と
7
年
ぶ
り
に
減
少

し
た
。
不
動
産
不
況
や
ゼ

ロ
コ
ロ
ナ
政
策
に
よ
る
需

要
減
と
減
産
の
影
響
を
受

け
た
。
1
―
9
月
期
に
か

け
て
前
年
同
期
を
割
り
込

ん
だ
が
、
10
―
12
月
期
は

前
年
同
期
を
上
回
っ
た
。

中
国
以
外
の
地
域
は
、

欧
州
が
12
・
4
％
減
の
6

2
9
万
4
0
0
0
㌧
、
米

州
は
14
・
8
％
減
の
2
0

1
万
7
0
0
0
㌧
、
ア
ジ

ア（
中
国
、
韓
国
を
除
く
）

が
4
・
9
％
減
の
7
4
1

万
1
0
0
0
㌧
、
そ
の
他

（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、

南
ア
フ
リ
カ
、
韓
国
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
）
が
9
・
1

％
減
の
7
5
5
万
7
0
0

0
㌧
。
四
半
期
ご
と
に
み

る
と
、
欧
米
は
1
年
を
通

し
て
前
年
同
期
を
下
回
っ

た
一
方
、
ア
ジ
ア
は
4
―

6
月
期
ま
で
、
そ
の
他
地

域
は
1
―
3
月
期
の
み
前

年
同
期
を
上
回
っ
た
。

ス
イ
ス
の
資
源
大
手
の

グ
レ
ン
コ
ア
は
3
日
、
カ

ナ
ダ
の
資
源
大
手
、
テ
ッ

ク
・
リ
ソ
ー
シ
ズ
に
買
収

提
案
し
た
と
発
表
し
た
。

両
社
を
統
合
、
石
炭
事
業

を
分
社
す
る
枠
組
み
は
42

億
5
0
0
0
万
―
52
億
5

0
0
0
万
米
㌦
（
約
5
6

5
0
億
―
6
9
8
0
億

円
）
の
統
合
効
果
を
出
せ

る
と
し
、
3
月
末
時
点
比

で
22
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を

付
け
て
テ
ッ
ク
株
買
収
を

提
案
し
た
。
テ
ッ
ク
側
は

原
料
炭
事
業
を
分
社
す
る

自
社
の
再
構
築
案
が
最
適

と
し
、
グ
レ
ン
コ
ア
の
提

案
を
拒
否
し
た
と
発
表
し

た
。グ

レ
ン
コ
ア
は
3
月
26

日
に
テ
ッ
ク
に
提
案
し

た
。
テ
ッ
ク
の
Ｂ
株
1
株

に
グ
レ
ン
コ
ア
の
7
・
78

株
、
テ
ッ
ク
の
Ａ
株
1
株

に
グ
レ
ン
コ
ア
の
12
・
73

株
を
割
り
当
て
る
と
し
、

3
月
末
比
で
22
％
の
プ
レ

ミ
ア
ム
に
相
当
す
る
。
統

合
会
社
に
対
し
て
グ
レ
ン

コ
ア
株
主
が
約
76
％
、
テ

ッ
ク
株
主
が
24
％
を
持
つ

構
図
。

グ
レ
ン
コ
ア
の
提
案
で

は
、
金
属
関
連
企
業
の
本

社
を
カ
ナ
ダ
に
置
き
、
テ

ッ
ク
の
現
状
か
ら
金
属
生

産
の
規
模
は
約
3
倍
に
拡

大
す
る
。
分
社
す
る
石
炭

関
連
企
業
は
両
社
の
石

炭
、
合
金
鉄
の
資
産
を
統

合
す
る
。
2
0
2
2
年
の

合
算
で
金
利
・
税
・
償
却

前
の
利
益
（
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ

Ａ
）
は
金
属
で
約
1
6
0

億
㌦
、
石
炭
は
約
2
6
0

億
㌦
と
し
て
い
る
。

テ
ッ
ク
は
3
日
、
取
締

役
会
と
し
て
グ
レ
ン
コ
ア

の
提
案
を
拒
否
し
た
と
発

表
。石
炭
を
分
社
し
、日
本

製
鉄
が
一
部
出
資
す
る
な

ど
の
枠
組
み
を
2
月
に
公

表
、
最
善
の
案
と
し
て
株

主
に
支
持
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。
グ
レ
ン
コ
ア
の
提

案
は
テ
ッ
ク
の
株
主
を
一

般
炭
、
石
油
の
取
引
に
関

与
さ
せ
る
な
ど
と
し
て
リ

ス
ク
要
因
を
指
摘
し
た
。

米
鋼
板
大
手
の
ク
リ
ー

ブ
ラ
ン
ド
・
ク
リ
フ
ス
は

3
日
、
ス
ポ
ッ
ト
市
場
向

け
普
通
鋼
鋼
板
販
売
の
ベ

ー
ス
価
格
を
新
規
受
注
分

か
ら
ネ
ッ
ト
ト
ン
1
0
0

㌦
以
上
引
き
上
げ
る
と
発

表
し
た
。
熱
延
鋼
板
の
ベ

ー
ス
価
格
は
1
3
0
0
㌦

（
17
万
2
8
0
0
円
）
以

上
に
上
げ
る
。

「
毒
」
展
に
行
っ
て
き
た
。
毒
は
動

物
、
植
物
、
菌
類
、
そ
し
て
鉱
物
や
人

工
毒
な
ど
、
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
に
存
在
す
る
。「
毒
」展
で
は
動
物
学
、

植
物
学
、
地
学
、
人
類
学
、
理
工
学
の

各
研
究
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
徹

底
的
に
掘
り
下
げ
、
国
立
科
学
博
物
館
な
ら
で
は

の
視
点
で
解
説
。
春
休
み
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

会
場
は
多
く
の
親
子
で
賑
わ
っ
て
い
た
▼
毒
は
基

本
的
に
ヒ
ト
を
含
む
生
物
に
害
を
与
え
る
物
質

だ
。
た
だ
、
毒
の
中
に
は
単
に
毒
に
と
ど
ま
ら
ず
、

薬
効
を
持
つ
も
の
も
あ
る
。「
生
物
に
何
ら
か
の
作

用
を
与
え
る
物
質
」
の
う
ち
、
人
間
に
プ
ラ
ス
に

働
く
も
の
を
薬
、
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
も
の
を
毒
と

呼
ん
で
お
り
、「
毒
」
展
で
は
多
様
で
複
雑
な
自
然

界
を
理
解
し
、
利
用
す
る
た
め
に
人
間
が
作
り
出

し
た
概
念
だ
と
位
置
付
け
る
▼
会
場
入
り
口
で
出

迎
え
て
く
れ
る
の
は
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
と
大
き
く

口
を
開
け
て
牙
を
む
く
ハ
ブ
、
イ
ラ
ガ
の
幼
虫
の

巨
大
な
模
型
。
ト
リ
カ
ブ
ト
か
ら
抽
出
さ
れ
た
毒

が
塗
ら
れ
た
矢
の
ほ
か
、
花
粉
な
ど
も
「
毒
」
と

し
て
展
示
さ
れ
て
い
た
▼
毒
は
非
常
に
怖
い
も
の

の
だ
が
、
な
ぜ
か
人
々
の
興
味
を
ひ
き
つ
け
て
や

ま
な
い
。
や
は
り
、
み
な
毒
に
も
薬
に
も
な
ら
な

い
人
間
に
は
な
り
た
く
な
い
か
ら
だ
ろ
う
か
。

溶
接
用
副
資
材
の
製
造

販
売
を
手
掛
け
る
ス
ノ
ウ

チ
（
本
社
＝
千
葉
県
浦
安

市
）
は
4
月
1
日
付
で
馬

場
誠
一
郎
社
長
（
66
）
が

相
談
役
に
退
き
、
新
社
長

に
西
嶋
俊
彦
氏
（
65
）
が

就
任
し
た
。

東
京
製
鉄
は
、
全
拠
点

の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購
入
価

格
を
5
日
か
ら
ト
ン
当
た

り
5
0
0
―
1
0
0
0
円

下
げ
た
。
下
げ
幅
は
田
原

工
場
、
名
古
屋
サ
テ
ラ
イ

ト
ヤ
ー
ド
、
岡
山
工
場
、

九
州
工
場
、
高
松
鉄
鋼
セ

ン
タ
ー
が
5
0
0
円
で
、

宇
都
宮
工
場
が
1
0
0
0

円
。平

林

久
一
氏
（
ひ
ら

ば
や
し
・
ひ
さ
い
ち
＝
平

林
金
属
名
誉
会
長
）
3
月

31
日
死
去
、
92
歳
。
通
夜

・
告
別
式
は
家
族
の
み
で

行
っ
た
。
献
花
式
（
お
別

れ
の
会
）
は
4
月
26
日
午

後
1
時
か
ら
3
時
ま
で
、

岡
山
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル

（
岡
山
市

中
区
浜
2 ―

3
―
12
）
で
行
う
。
香

典
、
弔
電
、
供
物
な
ど
は

辞
退
す
る
。
総
合
リ
サ
イ

ク
ル
の
平
林
金
属
（
岡
山

市
）
の
創
業
者
。

追
悼
記
事
2
面

お
わ
び

航
空
会
社

の
シ
ス
テ
ム

障
害
に
よ
る
影
響
で
本
紙

4
月
4
日
付
の
当
日
の
配

達
が
九
州
全
域
で
不
着
と

な
り
ま
し
た
。
不
着
地
域

の
読
者
の
皆
さ
ま
に
お
わ

び
し
ま
す
。

株
式
会
社
産
業
新
聞
社

世界のステンレス
粗鋼生産量

（世界ステン
レス協会発表

、

単位 :1000㌧
、％）

21年 22年 前年比

欧州
7,181 6,294 �12.4

米州
2,368 2,017 �14.8

中国 32,632 31,9
75 �2.0

アジア（中
・韓除く）

7,792 7,411 �4.9

その他
8,316 7,557 �9.1

世界計 58,289 55,2
55 �5.2

（その他 : ブ
ラジル、ロシ

ア、南アフリ

カ、韓国、イ
ンドネシア）

久木田氏 国内メーカーに
軍配

松岳副会長

魅力ある「良い商
売」松岳氏

全日本特殊鋼流
通協会

全日本特殊鋼流
通協会

碓井副会長

2023.4.5

櫨氏 顧客の作業負担を
抑制

輸入材は管理負担
大 碓井氏

櫨会長
久木田副会長

―
上
―

グレンコア、テック買収提案

レゾナックが保
有する水力発電

所日本の特殊鋼
世界に誇る技術の粋

左から久木田副会長、櫨会長、碓井副会長、松岳副会長
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てきていて、日本の材料では価格面で
歯が立たないこともある。しかし、高
い品質や確実な納期など、日本材への
信頼や安心感から買っていただく事例
は根強い。昔話になるが、海外材の仕
入れに切り替えた得意先が、生産に間
に合わず、国内材を至急で手配するな
どの対応に追われてコスト負担が増
え、安物買いの銭失いとなってしまっ
た事例もある。国際マーケットで戦う
需要家にとって材料を安く仕入れるこ
とは最重要課題だろう。一部の顧客は
コスト最優先で、材料の事情やその
メーカーの対応などを把握せずに海外
材を仕入れようとする。ここで立ち止
まって考えてほしいのは、現場の作業
負担はどうなるのか、納期遅れの不安
を払しょくできる潤沢な在庫確保は可
能か、品質は安定するか――といった
こと。トータルで、俯瞰で見た時のコ
ストを考慮した調達を需要家の皆さん
にはお願いしたい」

輸入材は管理負担大 ― 碓井氏�
国内メーカーに軍配 ― 久木田氏

―取り扱いは国内材が中心だ。
櫨 「日本の材料は表面の仕上げなど
も高品質で、ユーザー側の作業負担を
抑える。日系ユーザーが国内材を主軸
としている。中国などで設備投資や技
術開発が進んでいるが、品質には疑問
も多く、安定した供給が欠かせない自
動車業界などではまだまだ日本材が優
位だと認識している」
碓井 「当社として、鋼材店向けの店
売り分野では、国内材がニーズに合致

しているため輸入材を扱っていない。
輸入材は安く仕入れることができると
いうメリットに比べ、店売りでは、さ
まざまな用途に使用されるため、その
リスクの方が大きい。品質のばらつき
や、小ロット対応が難しく、在庫管理
など負担面も大きい。長さやミルシー
ト、指定の寸法公差に対応するメー
カーもあるが、メーカーによってはエ
キストラ価格が発生するため、安く仕
入れることのメリットが薄れる。日本
メーカーとの取引が合理的と言える」
久木田 「私も輸入材の扱いはない
が、使用している顧客に話を聞くと、
サービスやクレームへの対応、品質保
証や納期についての考え方が日本メー
カーと全く異なり、不満を抱えている
ようだ。ある海外メーカーでは、最初
の注文はしっかりと対応して納期通り
入ってきたが、次の注文をお願いしよ
うとすると連絡が途絶え、納期が分か
らず大慌てなんてこともあったとい
う。さまざまな観点からみても日本
メーカーに軍配が上がる」

軸ぶれず安定的利益 ― 碓井氏 
自動車産業と共に発展 ― 櫨氏

―�ここからは製品ではなく特殊鋼流
通業界についてお聞きしたい。業
界再編が少ないように感じる。

碓井 「メーカーに比べて流通の再編
が活発でない背景には、ここにいる全
特協のメンバーがそうであるように、
大半がオーナーだからという点に尽き
る。創業者から子ども、そして孫と本
業本位を代々引き継いでいることが経
営の安定につながっている。もう一
つ、なぜ生き残ることができたか、こ
れは安定的に利益を生み出し続けてそ
れを大事にしているから。われわれの
扱う特殊鋼はこれまで、他の一般鋼材
に比べ市況が短期間に乱高下しにく
く、好不況の波はあれど比較的に需要
も総じて安定し、顧客と国内外経済の
機械産業の発展とともに伸びてきた。
特殊鋼の世界は普通鋼に比べ独特な点
もある。普通鋼は高炉品と電炉品など
国内メーカー間の価格差に加えて、安
価な海外材の流入などの問題がある。

一方で特殊鋼は鋼種にもよるが、高
炉・電炉間の価格差は普通鋼ほどでは
ない、特殊鋼以外の業界からすると

『安定している』と見えるのではない
か。ただ、足元の販売価格の大幅な値
上げは、『山高ければ谷深し』で先行
き不透明感に不安を感じるのが正直な
ところだ」

櫨 「特殊鋼流通が生き残っている理
由は最大需要家の自動車産業と発展を
ともにしてきたことも付け加えたい。
右肩上がりで生産量が増え、サプライ
チェーンを担うわれわれもこの動きに
乗っかってきた。並行して顧客にとっ
て便利な機能が、われわれの成長につ
ながった。鋼材を右から左に流すよう
な取引から、自社で在庫し、即納体制
を敷いたり切断したり、機械加工や熱
処理まで…と、きめ細かくお客さまの
要望を受け止め、全てクリアしてきて
成長し、今日に至っている」
松岳 「さまざまな要求に応えてきた
努力に加えてニッチで新規参入がない
世界である点も大きい」

業界全体で人材育成 ― 久木田氏

―人手不足問題も深刻だ。
久木田 「当社は機械加工設備を自社
で持っていないため、約60社の取引先
に協力を頂いている。本来は設備を導
入することも一つの手ではあるが、こ
こで人手不足が問題になる。当社は現
場、営業、配達の全てで人が足りな
い。そのため男女関係なく若手を採用
しながら、定年の延長も検討したい」
碓井 「現場で働く外国人労働者に関

櫨会長

碓井副会長
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しては、研修実習生制度を利用したい
が、当社は切削機械加工などの設備を
保有していないため、現行の研修制度
の対象に入らない。人材不足を補うた
めの外国人採用は難しく、求人広告頼
みになってしまう。当社は千葉県の浦
安鉄鋼団地に本社を置くが、都心に近
いがために逆に募集をかけても応募は
少ない。人手不足解決も自社単独では
難しくなるだろう。外国人労働者に関
しては国の柔軟な政策が必要だ。企業
は人材不足による人員補充を目的とす
るが、建前としては研修としている。
これがミスマッチングを起こし、現行
制度は限界が来ているのではないか。
実習生の制度については、切断や玉掛
けクレーンなどの業務も対応できるよ
う風穴を開けようと、経産省金属課が
中心となって取り組んでいると聞いて
いる」
久木田 「人材育成や人手不足解消に
向けた取り組みが進んでいる会社とそ
うでない会社がある。当協会では人材
育成事業があるが、この分野の機能を
強化し、業界全体で人を育てるという
発想を当たり前のものとしなければい
けない」

生き残りへ変化に対応 ― 松岳氏

―流通の課題は。
久木田 「当社の取り扱い製品の
うち7割が加工品など、創業者が立ち
上げた頃と販売製品が変わってきた
が、全く違うビジネスを始めることは
考えにくい。ただ、われわれの業界は
サッカーで例えると2点先制しておき

ながら敵に点を入れられないよう、
ゴールまわりを全員で固めるような守
りが今後も欠かせない」
碓井 「当社も久木田さんと同様で、
特殊鋼の扱いから始まって加工もす
る、という形。ここにいるメンバー
は、先代、先々代から続く社業の軸が
あって、そこから派生したビジネスを
手掛けるということをしてきた。この
軸がぶれることはないのではないか」
松岳 「メーカーの再編が進んだよう
に、流通の再編もありうると考えてい
る。マーケットの変化で売り上げが落
ち、単独で生き残れないなど、企業が
危機に陥ることで再編が進むこともあ
る。生き残るためには、変化に対応し
続けることが欠かせない」
櫨 「国内人口が縮小に向かう中で、
海外へ進出し売り上げを拡大する、と
いう考えもあるが、日本と大きく異な
る環境や意思決定の速さについていけ
ないこともある。海外で積極的に攻め
に転じることは難しい」

―�業界を見渡すと鉄鋼メーカーの姿
も大きく変わりつつある。特殊鋼
メーカーに何を求めるか。

久木田 「当社を含め多くの流通が、
先代、あるいは先々代など、長きにわ
たってメーカー各社と膝を突き合わせ
つつ歩んできた。この長い歴史に裏打
ちされた信頼関係をともに大切にした
い」
松岳 「かつて6社あった高炉メーカー
が今は3社へ再編され、主用途の自動
車では100年に一度の大変革期が到来
している。これまで築き上げてきた強
固なサプライチェーンの一端を担うわ
れわれが持つ機能や良さをないがしろ
にすることは避けてもらいたい。人と
のつながり一つから確実に積み重ねて
いきたい」
松岳 「これまでのサプライチェーン
を家で例えると、雨漏りを補修してき
た形。これからは建て替えの時代が来
るかもしれない。その時に基礎となる
ものが今までの蓄積。その上に新しい
ものをみんなで創り上げれば、新しい
未来が見えてくるのではないか。日本

の特殊鋼が持つ重要性やすばらしさを
次の世代どのように引き継ぐか、その
ためには何をすべきか、みんなで話し
合わないといけない」

機能強化へ、さらに連携

―�今後の特殊鋼流通業界のあるべき
姿は。

櫨 「流通の中には特殊な機能や強み
を磨いてきた会社も多い。共存共栄の
道であればこの業界はもっと発展する
はず。もちろん価格や納期、ロットな
ど流通間で競争することは当然だが、
時には助け合い、スクラムを組んで厳
しい時代や複雑な仕事を皆で乗り越え
る、という発想が極めて重要だ。流通
間が手を取り合うことは、大きくなっ
てきた鉄鋼メーカーとの関係性を構築
する上でも欠かせない。流通にとって
不利益な問題を業界団体が矢面に立っ
て交渉する、これもあるべき姿だ」
松岳 「これまで特殊鋼業界は、悪い
時にメーカーとともに歯を食いしばり
ながら乗り越え、良い時はみんなでそ
の実りを享受してきた。ただ、この先
も同じように景気の波を乗り越えるこ
とができるのか。日本の製造業が衰退
し、海外への進出が一段と加速した
ら、その時に流通は何をすべきか。海
外進出はカントリーリスクをはらむ問
題でもあり、中小企業にとって大きな
負担となる。加工を強化するといって
も、仕事が増えるのか。中小企業に
とって設備投資はこれまで以上に償却
の時間がかかることも想定しなければ
ならず自問は尽きないが、多くのユー

久木田副会長

松岳副会長
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ザーが日本の特殊鋼を高く評価し、こ
れからも使いたいという姿勢を示して
くれている。この優れた材料と日本の
ものづくりを支えるサプライチェーン
としての機能に一段と磨きをかけて、
われわれがさらにお客さまにとって欠
かせないものとなり、しっかりとコスト
を頂けるような形に変えていくべきだ」
松岳 「そういった中で、さまざまな
モノやサービスが『シェア』される昨
今、設備はもちろん人材も共有すると
いったアイデアも解決策の一つだ。そ
の際にはオーナー系同士が腹を割って
話ができる当協会のメリットを生かし
ていくべきだ。世の中を見渡せば競争
する時代から価値観の共有できるもの
同士が連携する時代となった。例えば
水素還元製鉄については日本製鉄と
JFEスチール、神戸製鋼所の3社が連
携して政府の支援を受けて研究開発を
進めているように、国内の大企業はす
でに動き始めている。中小企業である
われわれも、もう少し高い価値観に
立って積極的に参加する必要がある」

櫨 「シェアするという点では、DX
（デジタルトランスフォーメーション）
分野にメリットがあるのではないだろ
うか。各社が好き勝手受発注のシステ
ムを開発するのではなく、中小企業共
通EDIのようなある程度統一したもの
をお互いが使うことは競争力にもつな

がり、自社単独では補えないことも埋
めることができるだろう」
松岳 「DXの 連 携 に 関 し て は 賛 成
だ。というのも当社のような20 〜 30
人規模の会社が自社単独で取り組むこ
とが非常に難しいからだ。当社もそう
だが多くの会員企業でITの専門知識
を持つ社員が不在で、多くの会社が弱
みとしているはず」

課題解決、今後も貢献

―最後に、全特協会長として一言。
櫨 「全特協という組織は、これまで
の歴代会長がそうであったように、会
員のために命を削るぐらいの覚悟がな
いといけない。会員各社が納得するよ
うに理事や運営委員が仕事をしてい
る。あいまいで簡単に妥協する組織で
あってはいけない。会員が何に困って
いるのか、全特協は掘り出し続け、課
題解決に貢献する団体でありたい」

（産業新聞社；福岡紀子、阿部拓也、北村康平）

「長い歴史に裏打ちされた信頼関係」と語る久木田副会長（右）と松岳副会長

「会員のために命を削るぐらいの覚悟」と語る櫨会長（左）と碓井副会長
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■人材育成委員会
○第26回人材育成委員会
日　時：2023年2月16日（木）15：00 ～ 17：00　於：大阪・鐵鋼會館
内　容：①2022年度販売技士・加工技士研修講座の実施実績見込みについて

②受講者管理システム STEP6 の進捗状況について
③入門編のeラーニング化進捗状況について
④2023年度人材育成事業について
⑤2023年度事業計画（案）及び予算（案）について
⑥特殊鋼の未来の動画作成検討について
⑦2022年度実施の販売技士 2 級アンケート結果について
⑧次回委員会開催日程について 

○販売加工技士上級編問題選定会議
日　時：2023年2月10日（金）14：00 ～ 16：00　於：安保ホール
内　容：①2022年度の販売加工技士講座実施状況について

②2022年度特殊鋼販売加工技士「上級編」検定試験の問題選定について
③検定試験、採点及び合否判定等スケジュールについて 

○販売加工技士上級編合否判定会議
日　時：2023年4月10日（月）15：00 ～ 16：30　於：鉄鋼会館
内　容：①2022 年度上級編研修講座の特徴について

②特殊鋼販売加工技士上級編検定試験の合否判定について
③受講・受験者のアンケートについて
④講師講評について

○販売技士3級問題選定会議
日　時：2023年5月22日（月）15:00 ～ 16:30　於：安保ホール
内　容：①2023年度の講師一覧表及び人材育成事業計画について

②2023年度特殊鋼販売技士3級検定試験の問題選定について
③検定試験、採点及び合否判定等今後のスケジュールについて

○販売技士3級講師事前会議
日　時：2023年4月26日（水）15：00 ～ 16：30　於：大阪・鐵鋼會館
内　容：①2023年度人材育成事業のスケジュール等について

②2023年度販売技士 3 級研修講座について
③2023年度販売技士 1 級研修講座の集約案について

■内外交流委員会
○第20回内外交流委員会
日　時：2023年2月 3日（金）16：30 ～ 17：30　於：名古屋焼馬古閑会議室
内　容：①前回の内外交流委員会議事録について

②2023 年度のオーストラリア視察研修先・日程の検討について
③2023 年度の事業計画（案）及び予算（案）について
④次回委員会開催日程について

■経営効率化委員会
○第24回経営効率化委員会
日　時：2023年2月24日（金）15：30 ～ 17：00　於：大阪・鐵鋼會館
内　容：①前回の経営効率化委員会議事録について

②2021 ～ 2022 年度玉掛講習会の補助金支給実績報告について
③2022 年度の全国ボウリング大会結果報告について
④2023 年度の全国ボウリング大会の実施計画について
⑤2023 年度事業計画（案）及び予算（案）について
⑥次回委員会開催日程について

■広報委員会
○第29回広報委員会
日　時：2023年6月19日（月）15：30 ～ 17：00 　於：大阪・鐵鋼會館
内　容：①広報誌「すてぃーる78号」の記事校正確認等について

②広報誌「すてぃーる79号」の記事内容等について
③2023年度事業計画及び予算について
④次回委員会日程について

■青年部会
○第11回定時総会
内　容：①2022年度事業報告及び収支報告の件

②2023年度事業計画及び収支予算の件
③運営委員選任の件

○第40回調査研究委員会
日　時：2023年3月22日（水）15：00 ～ 17：00　於：安保ホール
内　容：①特殊鋼流通統計調査の集計推移について

②第104回（10-12 月）景況アンケート調査報告について
③第105回（1-3 月）景況アンケートの設問について
④第21回経営環境等に関するアンケート調査報告について
⑤2023 年度事業計画（案）及び予算（案）について
⑥次回委員会日程について

■調査研究委員会
○第39回調査研究委員会
日　時：2022年12月12日（水）13：00 ～ 14：30　於：鉄鋼会館
内　容：①特殊鋼流通統計調査の集計推移について

②第 103 回（7-9 月）景況アンケート調査報告について
③第 104 回（10-12 月）景況アンケートの設問について
④第 21 回経営環境等に関するアンケートの設問について
⑤2023 年度事業計画（案）及び予算（案）について
⑥次回委員会日程について

■理事会
○第31回理事会
日　時：2023年3月29日（火）16：00 ～ 17：00　於：鉄鋼会館（ハイブリッド形式）
内　容：第1号議案 2023年度事業計画の基本方針及び予算の件

第2号議案 2023 年度収支予算の件
第3号議案 第 11 回定時総会及び講演会講師等の日程の件
第4号議案 支部運営規程及び同マニュアル並びに委員及び講師等の諸手
当支給内規の一 部改正の件
第5号議案 新型コロナウィルス感染対応予防マニュアル改正の件

［報告事項］
①各委員会報告 各委員長
②�人材育成事業におけるEラーニングの進捗状況報告 
（人材育成WG長）

③EDI（受発注システム）進捗状況の報告（EDI WG長）
○第32回理事会
日　時： 2023年5月12日（金）16：00 ～ 17：00　於：鉄鋼会館
内　容：第1号議案　2022年度の事業報告書の件

第2号議案　2022年度貸借対照表及び正味財産増減計算書の件
第3号議案　第11回定時総会のスケジュールの件
第4号議案　理事の辞任及び交代並びに新任理事の選任の件
第5号議案　常勤理事の報酬額の件
第6号議案　2024年新年賀詞交歓会の件

［報告事項］
①各委員長等より第1号議案・事業報告書の補足説明

理事会・委員会報告　

○第41回運営委員会
日　時：2023年3月29日（火）14：00 ～ 15：45　於：鉄鋼会館（ハイブリッド形式）
内　容：第1号議案 2023年度事業計画の基本方針及び予算の件

第2号議案 2023年度収支予算の件
第3号議案 第11回定時総会及び講演会講師等の日程の件
第4号議案 支部運営規程及び同マニュアル並びに委員及び講師等の諸手
当支給内規の一 部改正の件
第5号議案 新型コロナウィルス感染対応予防マニュアル改正の件

［周知事項］
消費税インボイス制度の説明と解説

［報告事項］
①各委員会報告 各委員長
②各支部報告（東京・東北・北関東・名古屋・静岡・大阪・中国・九州）
③�人材育成事業におけるEラーニングの進捗状況報告 
（人材育成WG長）

④EDI（受発注システム）進捗状況の報告（EDI WG長）
○第42回運営委員会
日　時：2023年5月12日（金）13：30 ～ 15：20　於：鉄鋼会館
内　容：（1）審議事項

①2022年度の事業報告書の件
②2022年度貸借対照表及び正味財産増減計算書の件
③第11回定時総会のスケジュールの件
④理事の辞任及び交代並びに新任理事の選任の件
⑤常勤理事の報酬額の件
⑥2024年新年賀詞交歓会の件

（2）報告事項
①各委員長等より特筆すべき活動および計画の報告
②各支部長より特筆すべき活動および計画の報告

■運営委員会
○第40回運営委員会
日　時：2023年1月18日（水）15：00 ～ 16：30　於：鉄鋼会館（ハイブリッド形式）
内　容：第1号議案 2023年度事業計画の基本方針及び予算について

第2号議案 第11回定時総会日程及び開催場所並びに講演会講師の件
第3号議案 新理事候補擁立の件

■総務委員会
○第30回総務委員会
日　時：2023年3月16日（木）15：00 ～ 17：00　於：大阪・鐵鋼會館
内　容：第1号議案 2023 年度の事業計画の件

第2号議案 2023年度収支予算の件
第3号議案 第11回定時総会及び講演会講師の件
第4号議案 支部運営規程の一部改正の件
第5号議案 新型コロナウィルス感染対応予防マニュアル改正の件

○第31回総務委員会
日　時：2023年5月8日（月）15：00 ～ 17：00　於：安保ホール
内　容：（1）審議事項

①2022年度事業報告書について
②2022年度貸借対照表及び正味財産増減計算書について
③第11回定時総会及び講演会講師等の日程（案）について
④理事の辞任及び交代並びに新任理事の選任（案）について
⑤常勤理事の報酬額（案）について
⑥事業取りやめに伴う会費の減額措置の適否（案）について
⑦2024年新年賀詞交歓会（案）について
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■ 編集後記 ■
　会員、賛助会員の皆様方お元気にされていますか ???
　新型コロナが第五類に適応され日常が大分戻ってきまし
た。でも安心してはいけません。報道されないだけで東京
でも毎日 6,000 人ぐらい感染しているそうですよ。手洗い
うがいを忘れずに !!! マスクは暑いので個人の意思で。ご
安全に。
　世界情勢はロシアとウクライナの戦争が終わりません
ね。インフラ状態　資源の高騰はまだまだ継続しそうです
ね。日本経済は円安進行、株高と波打ってますね。波にの
まれて特殊鋼の需要も低迷しております。こんな時期こそ

全特協の皆様でタッグを組んで乗り越えていきたいしだい
です。がまん、ガマン、頑張りましょう。
　さて「すてぃ～る 78 号」を発行させていただきます。
今号は全国総会、各支部の総会の模様を掲載しておりま
す。全国ボーリンク大会も無事終了しました。各支部とも
活動が活発化してきてます。大変よろこばしいことです。
人材教育のオンライン化も定着してきました。是非一読く
ださい。
　暑さが厳しくなりそうです。お身体ご自愛ください。

久木田　至

事務局だより

「オーストラリア視察研修」参加18名を予定（内外交流委員会）

当協会の内外交流委員会は、コロナ禍にて暫く中止を余儀なくされていた海外視察研修を4年ぶりに再開するこ
ととし、9月2日より4泊6日の日程でオーストラリアのシドニーを視察訪問することになりました。
4月1日より募集を開始し5月10日に締め切った結果、18名が参加します。次号（79号）にて視察研修の様子をご報
告いたします。

特殊鋼販売技士「2級研修講座」の開講について（人材育成委員会）

今年度は8月下旬～ 10月にかけて「2級研修講座」を各支部にて開講する予定です。研修内容は特殊鋼の鋼種別熱
処理に関する基礎知識についてであり、30時間のZoomによるオンライン研修講座にて習得した後、10月17日（火）
全国一斉に検定試験を実施する認定制度になっております。受講資格は、昨年度以前に「3級研修講座」を受講し「3
級資格認定」を有する者となっています。
現在、東京・北関東・名古屋・静岡・大阪・中国・九州の支部事務局より開講のご案内をしておりますので、受
講を希望の方は当協会のホームページのバナーより7月10日（月）13：00から7月21日（金）17：00までにお申込みくだ
さい。

協会事務局の人事異動について

約7年専務理事（兼事務局長）としてご活躍されました「宮崎義一氏」が6月30日開催の臨時理事会（書類審査）にお
いて退任されました。長年お疲れさまでした。
また同臨時理事会において新専務理事（兼事務局長）に元経済産業省でブラザー工業（株）東京支社経営企画部渉外
担当部長であった「多田俊樹」が選任されました。会員の皆様、賛助会員の皆様引き続きどうぞよろしくお願い致
します。


